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特 

集
今
こ
そ
対
話

　地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
J
A
へ

特
産
キ
ュ
ウ
リ
に
賭
け
る

新
規
参
入
の
呼
び
水
に

晴
れ
び
と
！

キュウリ漬け
[ 材 料 ]

[つくりかた ]
1. キュウリを1～2cm幅に輪切りにする。
2. ショウガを千切りにする。
3. Ａと②を鍋に入れ、沸とうするまで火にかける。
4. ふつふつと煮立ってきたら、一度火を止め、熱いうち
にキュウリとゴマを加えて、箸でくるくるとかき混ぜて味
をなじませる。ある程度冷めたら完成。

※日持ちの目安は、冷蔵庫で保存して約2週間です。作って
すぐに食べられますが、1週間程しっかり浸けてから食べても
おいしくいただけます。

■キュウリ…………1～1.3kg（7～10本分）
■ショウガ………………60ｇ
　しょうゆ…………400㎖
　砂糖……………170ｇ
　みりん……………60㎖
　酢…………………60㎖

■ゴマ………………大さじ3
※お好みでサンショウの実を入れるのもおすすめです！

キュウリの佃煮
[ 材 料 ]

[ 下準備 ]
1. キュウリは、ごく薄い輪切り、または半月切りにする。
2. 切ったキュウリを器に入れ、塩を加えて重石をし、一
晩漬ける。しっかりと漬かったら、水気を絞る。

※絞ったあと、キュウリの重さが1kg以下になるようにしておく。

[つくりかた ]
1. ショウガは千切りにし、赤トウガラシは種を出して2～
3等分に切る。

2. 鍋にＡと①を入れて煮立て、キュウリとちりめんじゃこ
を加える。

3. 煮汁がなくなるまで煮詰めたら完成。
※かつお節やゴマなどを加えると、より一層栄養バランスのい
い常備菜になります

■キュウリ………1.5kg(8～10本分)
■塩…………………………15ｇ
　三温糖………………100ｇ
　しょうゆ………………100㎖
　五倍酢（穀物酢）………20㎖

　粉末だし……………大さじ1
　刻みコンブ………………5ｇ

■ショウガ…………………10ｇ
■赤トウガラシ………………1本
■ちりめんじゃこ……………25ｇ

A

A

佃煮は
ご飯のお供のほか
おむすびの具材や

お茶漬けにするのも
おすすめですよ♪

RSK「笑味ちゃん天気予報」古米リ
ポーター（左）と津山南部アグリセ
ンター矢木靖子職員

ふるまい

やぎ やすこ

エーコープ商品
「五倍酢（穀物酢）」
　　　を使いました！！
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16
回
山
手
直
売
所「
ふ
れ
あ
い
の
里
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
総
社
市
岡
谷

・
出
荷
者
に「
農
薬
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

・
オ
リ
ジ
ナ
ル「
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
」発
売

・
地
域
貢
献
活
動
の
紹
介
　
　
　
　
　
　
ほ
か

ブ
ロ
ッ
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リ
ー

キ
ュ
ウ
リ
漬
け

キ
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佃
煮
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245610121418202224

中央は町内最大の50ａのキュウ
リ畑。左奥に見えるのがＪＲ津山
線の神目（こうめ）駅付近

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
法
然
上

人
ゆ
か
り
の
誕
生
寺
を
は
じ
め
、
自

然
と
文
化
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。
川
柳
と

カ
ッ
パ
と
キ
ュ
ウ
リ
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
心
を
南
北
に
国
道
53
号
と
Ｊ
Ｒ
津
山
線

が
縦
断
。
岡
山
市
や
津
山
市
を
は
じ
め
県

内
各
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、
都
市
と
自

然
が
ほ
ど
よ
い
距
離
に
あ
る
住
み
や
す
さ
が

魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
古
く
か
ら
水
田
農
業
が
営
ま
れ
、
町
内

に
は
農
林
水
産
省
が
認
定
し
た「
日
本
の
棚

田
百
選
」を
有
し
ま
す
。
近
年
は
野
菜
や
ブ

ド
ウ
な
ど
の
畑
作
も
発
展
し
、
主
産
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
と
Ｊ
Ａ
、
農
家
が
連

携
し
て
農
業
振
興
に
取
り
組
み
、
キ
ュ
ウ

リ
・
ユ
ズ
・
イ
チ
ゴ
な
ど
特
産
品
の
栽
培

も
各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。

　
ブ
ド
ウ
や
キ
ュ
ウ
リ
を
栽
培
す
る
町
外

か
ら
の
新
規
参
入
者
も
増
加
。
農
家
が
集

ま
る
農
業
集
落
が
で
き
、
ブ
ド
ウ
農
家
の

約
半
数
が
新
規
就
農
者
と
な
る
な
ど
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

県

久米郡久米南町

表紙を空から望む‒ 久米郡久米南町

自然と文化に恵まれる

農業盛ん
移住者が増加中

くめぐん くめなんちょう

ソ
ラ
サ
ン
ぽ

空

散

歩
©ソラとサン

国道53号沿いの道の駅「くめなん」
に併設。町の特産や野菜などが朝
早くから並び人気となっています。
夏から秋にかけてキュウリやブドウ
の充実した品ぞろえが魅力です。

最寄りのJA店舗
　　　「サンサンくめなん」ファーマーズ
マーケット
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ュ
ウ
リ
の
生
産
量
が
県
内
ト
ッ

プ
の
産
地
を
け
ん
引
す
る
木

戸
孝
明
さ
ん
。
ハ
ウ
ス
と
露
地
を
組

み
合
わ
せ
た
夏
秋
栽
培
で
長
期
取
り

を
追
求
し
、
ひ
た
む
き
な
姿
が
新
規

参
入
者
の
呼
び
水
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５
年
目
の
今
年
は
10
㌃
当
た
り
13
㌧

取
り
を
目
標
に
６
月
か
ら
出
荷
を
本

格
化
さ
せ
ま
し
た
。

　
大
阪
か
ら
I
タ
ー
ン
で
就
農
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
が
、「
田

舎
に
移
住
し
よ
う
か
」と
軽
い
乗
り
で

妻
の
純
子
さ
ん
と
意
気
投
合
し
、
住

み
や
す
そ
う
な
印
象
を
受
け
た
久
米

南
町
を
選
び
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
農

家
の
下
で
栽
培
を
学
び
、
可
能
性
を

感
じ
て
翌
年
、
本
格
的
に
栽
培
を
始

め
ま
し
た
。

　
１
年
目
は
、
出
荷
期
間
が
２
ヵ
月

ほ
ど
に
と
ど
ま
り
、
施
肥
や
か
ん
水

の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
講
習
会
を
頼
り
に
試
行
錯
誤

を
重
ね
、
昨
年
は
部
会
の
目
標
で
あ

る
10
㌃
あ
た
り
10
㌧
を
超
え
ま
し
た
。

「
先
輩
農
家
に
は〝
木
と
会
話
で
き
る

よ
う
に
な
れ
〞と
教
え
ら
れ
る
が
、
ま

だ
ま
だ
経
験
が
足
り
な
い
」と
気
持

ち
を
奮
い
立
た
せ
ま
す
。

　
今
年
は
18
㌃
で
定
植
を
３
回
に
分

け
、Ｊ
Ａ
の
共
同
選
果
を
利
用
し
、

作
業
分
散
と
省
力
化
す
る
こ
と
で
、

10
月
ま
で
の
収
穫
を
見
込
み
ま
す
。

　
励
み
と
な
っ
て
い
る
の
が
若
手
農

家
の
参
入
。
部
会
の
栽
培
講
習
会

や
相
談
会
を
意
欲
的
に
受
け
入
れ
、

頼
ら
れ
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
横

の
つ
な
が
り
を
い
か
し
て
新
技
術
や

低
コ
ス
ト
化
を
探
り
ま
す
。

　
資
材
高
騰
や
コ
ロ
ナ
禍
で
先
行
き

に
不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
、
木
戸
さ

ん
は「
仲
間
と
産
地
を
活
性
化
し
た

い
」と
展
望
し
ま
す
。

米
南
キ
ュ
ウ
リ
部
会
は
、
充

実
し
た
共
同
選
果
体
制
を
い

か
し
て
生
産
拡
大
を
進
め
、
出
荷
量

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
J
Ａ
合
併
を

契
機
に
隣
の
勝
英
地
区
と
共
同
選

果
し
て
ロ
ッ
ト
を
拡
大
し
て
い
る
ほ
か
、

新
規
参
入
者
の
確
保
や
規
模
拡
大
に

も
取
り
組
み
、
今
年
は
生
産
者
８
人

増
の
53
人
が
約
６
㌶
で
栽
培
。
岡
山

市
場
を
中
心
に
過
去
最
高
の
６
０
０

㌧
の
出
荷
を
見
込
み
、
販
売
高
２
億

円
の
達
成
に
む
け
て
津
山
統
括
本
部

管
内
の
主
軸
を
担
い
ま
す
。

　
共
同
選
果
を
一
手
に
担
う
の
が
J
Ａ

の
久
米
南
選
果
場
で
す
。
カ
メ
ラ
搭

載
の
自
動
選
別
機
を
備
え
、
太
さ

や
長
さ
、
曲
が
り
な
ど
を
瞬
時
に
判

断
し
て
８
等
級
に
分
け
ま
す
。
生
産

者
は
適
期
に
収
穫
し
て
全
量
を
持
ち

込
む
だ
け
で
よ
く
、
専
業
化
や
大
規

模
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
志
部

健
一
部
会
長
も「
肥
培
管
理
に
専
念

で
き
、
最
盛
期
に
は
朝
夕
１
日
２
回

の
収
穫
に
手
が
行
き
届
く
」と
実
感

し
ま
す
。

　
今
年
は
平
年
並
み
の
６
月
か
ら
出

荷
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。
春
か
ら

の
好
天
に
よ
り
十
分
な
日
照
時
間
を

確
保
し
、
ハ
ウ
ス
・
露
地
と
も
に
順

調
な
生
育
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。
適

正
な
か
ん
水
を
徹
底
し
、
品
質
の
揃

い
も
良
好
と
い
い
ま
す
。
志
部
部
会

長
は「
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
販
売
が
続

い
て
い
た
。
今
年
こ
そ
消
費
回
復
を

願
い
、
出
荷
量
・
販
売
額
と
も
に
巻

き
返
し
た
い
」と
期
待
を
込
め
ま
す
。

久

し
ぶ

け
ん
い
ち

キ

木戸 孝明さん（48） 純子さん（47）
きど たかあき じゅんこ

晴れびと！

津山統括本部　久米南キュウリ部会

津
山
統
括
本
部

　
　
　
　
　
　
　

 

久
米
南
キ
ュ
ウ
リ
部
会

（
生
産
者
53
人
･
約
６
㌶
で
栽
培
）

ハウスと露地を合わせて18ａで栽培。10月まで長期取りできる体制を整える

特産キュウリに賭ける
新規参入の呼び水に

仲
間
が
増
え
産
地
に
活
気

共
同
選
果
で
県
産
７
割
を

キュウリ今月の特産品

太さや長さ、曲がりを判断して８等級に分けて出荷する

10ａ当たり13tの出荷を目指し、夏秋キュウリの収穫に励む

共同選果で品質を揃えて出荷
（久米南町で撮影）

4HAREBARE
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期
取
り

を
追
求
し
、
ひ
た
む
き
な
姿
が
新
規

参
入
者
の
呼
び
水
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５
年
目
の
今
年
は
10
㌃
当
た
り
13
㌧

取
り
を
目
標
に
６
月
か
ら
出
荷
を
本

格
化
さ
せ
ま
し
た
。

　
大
阪
か
ら
I
タ
ー
ン
で
就
農
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
が
、「
田

舎
に
移
住
し
よ
う
か
」と
軽
い
乗
り
で

妻
の
純
子
さ
ん
と
意
気
投
合
し
、
住

み
や
す
そ
う
な
印
象
を
受
け
た
久
米

南
町
を
選
び
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
農

家
の
下
で
栽
培
を
学
び
、
可
能
性
を

感
じ
て
翌
年
、
本
格
的
に
栽
培
を
始

め
ま
し
た
。

　
１
年
目
は
、
出
荷
期
間
が
２
ヵ
月

ほ
ど
に
と
ど
ま
り
、
施
肥
や
か
ん
水

の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
講
習
会
を
頼
り
に
試
行
錯
誤

を
重
ね
、
昨
年
は
部
会
の
目
標
で
あ

る
10
㌃
あ
た
り
10
㌧
を
超
え
ま
し
た
。

「
先
輩
農
家
に
は〝
木
と
会
話
で
き
る

よ
う
に
な
れ
〞と
教
え
ら
れ
る
が
、
ま

だ
ま
だ
経
験
が
足
り
な
い
」と
気
持

ち
を
奮
い
立
た
せ
ま
す
。

　
今
年
は
18
㌃
で
定
植
を
３
回
に
分

け
、Ｊ
Ａ
の
共
同
選
果
を
利
用
し
、

作
業
分
散
と
省
力
化
す
る
こ
と
で
、

10
月
ま
で
の
収
穫
を
見
込
み
ま
す
。

　
励
み
と
な
っ
て
い
る
の
が
若
手
農

家
の
参
入
。
部
会
の
栽
培
講
習
会

や
相
談
会
を
意
欲
的
に
受
け
入
れ
、

頼
ら
れ
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
横

の
つ
な
が
り
を
い
か
し
て
新
技
術
や

低
コ
ス
ト
化
を
探
り
ま
す
。

　
資
材
高
騰
や
コ
ロ
ナ
禍
で
先
行
き

に
不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
、
木
戸
さ

ん
は「
仲
間
と
産
地
を
活
性
化
し
た

い
」と
展
望
し
ま
す
。

米
南
キ
ュ
ウ
リ
部
会
は
、
充

実
し
た
共
同
選
果
体
制
を
い

か
し
て
生
産
拡
大
を
進
め
、
出
荷
量

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
J
Ａ
合
併
を

契
機
に
隣
の
勝
英
地
区
と
共
同
選

果
し
て
ロ
ッ
ト
を
拡
大
し
て
い
る
ほ
か
、

新
規
参
入
者
の
確
保
や
規
模
拡
大
に

も
取
り
組
み
、
今
年
は
生
産
者
８
人

増
の
53
人
が
約
６
㌶
で
栽
培
。
岡
山

市
場
を
中
心
に
過
去
最
高
の
６
０
０

㌧
の
出
荷
を
見
込
み
、
販
売
高
２
億

円
の
達
成
に
む
け
て
津
山
統
括
本
部

管
内
の
主
軸
を
担
い
ま
す
。

　
共
同
選
果
を
一
手
に
担
う
の
が
J
Ａ

の
久
米
南
選
果
場
で
す
。
カ
メ
ラ
搭

載
の
自
動
選
別
機
を
備
え
、
太
さ

や
長
さ
、
曲
が
り
な
ど
を
瞬
時
に
判

断
し
て
８
等
級
に
分
け
ま
す
。
生
産

者
は
適
期
に
収
穫
し
て
全
量
を
持
ち

込
む
だ
け
で
よ
く
、
専
業
化
や
大
規

模
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
志
部

健
一
部
会
長
も「
肥
培
管
理
に
専
念

で
き
、
最
盛
期
に
は
朝
夕
１
日
２
回

の
収
穫
に
手
が
行
き
届
く
」と
実
感

し
ま
す
。

　
今
年
は
平
年
並
み
の
６
月
か
ら
出

荷
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。
春
か
ら

の
好
天
に
よ
り
十
分
な
日
照
時
間
を

確
保
し
、
ハ
ウ
ス
・
露
地
と
も
に
順

調
な
生
育
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。
適

正
な
か
ん
水
を
徹
底
し
、
品
質
の
揃

い
も
良
好
と
い
い
ま
す
。
志
部
部
会

長
は「
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
販
売
が
続

い
て
い
た
。
今
年
こ
そ
消
費
回
復
を

願
い
、
出
荷
量
・
販
売
額
と
も
に
巻

き
返
し
た
い
」と
期
待
を
込
め
ま
す
。

久

し
ぶ

け
ん
い
ち

キ

木戸 孝明さん（48） 純子さん（47）
きど たかあき じゅんこ

晴れびと！

津山統括本部　久米南キュウリ部会

津
山
統
括
本
部

　
　
　
　
　
　
　

 

久
米
南
キ
ュ
ウ
リ
部
会

（
生
産
者
53
人
･
約
６
㌶
で
栽
培
）

ハウスと露地を合わせて18ａで栽培。10月まで長期取りできる体制を整える

特産キュウリに賭ける
新規参入の呼び水に

仲
間
が
増
え
産
地
に
活
気

共
同
選
果
で
県
産
７
割
を

キュウリ今月の特産品

太さや長さ、曲がりを判断して８等級に分けて出荷する

10ａ当たり13tの出荷を目指し、夏秋キュウリの収穫に励む

共同選果で品質を揃えて出荷
（久米南町で撮影）
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農業後継者の確保・育成が大き
な課題となっている中、JAグルー
プ岡山と連携を図りながら、① 就
農相談・研修制度の創設などの
就農斡旋②品目別生産部会へ
の加入促進、加入による現地研
修などの技術指導③労働力が不
足する中、機械などの利用斡旋
による労働力軽減④農産物の系
統組織力をいかした有利販売⑤
起業の際に必要な資金融通など、
それぞれ必要な支援を行います。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
Ｊ
Ａ
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
協
同
組
合

運
動
の
原
点
で
あ
る「
対
話
」に
立
ち
返
り
ま

す
。
正
組
合
員
と
の
対
話
や
座
談
会
に
と
ど

ま
ら
ず
、
准
組
合
員
、
さ
ら
に
は
直
売
所
の

利
用
者
・
広
報
誌
の
読
者
な
ど
の
意
見
も
ふ

ま
え
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
を
広
く
把
握
す
る

こ
と
で
Ｊ
Ａ
運
営
へ
の
意
思
反
映
に
取
り
組
み
、

持
続
可
能
な「
農
業
所
得
の
増
大
と
農
業
生

産
の
確
立
」「
地
域
・
組
織
・
事
業
基
盤
の
確

立
」を
目
指
し
ま
す
。

　
合
併
後
初
め
て
開
い
た
８
地
区
統
括
本
部

運
営
委
員
会
を
は
じ
め
、
第
３
回
通
常
総
代

会
、
17
会
場
で
の
座
談
会
な
ど
で
は
、Ｊ
Ａ
運

営
・
事
業
の
あ
り
方
、
将
来
の
地
域
農
業
に

対
す
る
思
い
・
直
面
す
る
課
題
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
一

部
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
紹
介
し
、Ｊ
Ａ
の
取
り
組

む
べ
き
姿
を
お
伝

え
し
ま
す
。

今こそ対話

地域になくては
ならないJAへ

持続可能な
「農業所得の増大と農業生産の確立」

合併後初めて総代を招集して開いた第3回通常総代会

総代の挙手による議案の採決

意見を述べる総代

出に向けた販売を強化してほしい

岡山県の果物は、ブランドとして国内外で高く評価されています。JAが直接（直
営として）農畜産物の輸出を手掛けていないのが現状ですが、行政やJA全農、
市場など関係機関と一体となったPR活動や販路拡大に取り組み、主力のブドウ・
モモを中心に台湾や香港などでの輸出拡大を進めています。JA全農おかやまに
よれば、令和３年度は県産ブドウ・モモが輸出量466ｔ（前年対比109％）、輸
出額10億1,500万円（同112％）と、右肩上がりで伸びています。引き続き、
流通事業者との信頼関係を生かしながら国内外でのブランド力強化と販路拡大
に取り組むとともに、米・牛肉も含め広い視野で輸出を促進していきます。

事組合法人・営農
組合・大規模農家などの
担い手が耕作できなくな
った時の対応は

地域性はあるものの広域重点品
目の生産振興を図りながら産地
リーダーなど生産者組織の連携
強化と後継者の育成に取り組
みます。
そのほか農作業の省力化や効
率化に資するICT（情報通信技
術）、省力栽培に関する新技
術の導入にも積極的に取り組
みます。

集落営農組織などの立ち上げのほか、
JAの一部地域ではありますが、直接
農業経営を実施するなどして、農地を
守るほかないと考えます。
昨今の米価下落により一部市町村か
らも支援金・助成金が交付されていま
すので、今まで以上に行政と連携しな
がら取り組みを進めます。

規就農者に対する取り
組み、支援は
Q新

Q現

A

A
A

A

～不断の自己改革さらに～

2022年の対話活動の実施状況在の米価では、後継者がますます少なくなり、生産意欲
の低下を懸念する。JAとしても生産者の気持ちになって販売
を進めてほしい

これまでJAでは系統組織力を中心に米の販売に取り組んできましたが、昨年
度からは独自ブランド「元気玄米」や「農協精米」など、JAが直接販売する新
たな方式も取り入れました。米の販売交渉にあたっては、JAが取り扱うロット
によっても大きく左右されますので、今まで以上にJAへの出荷にご協力ください。

価下落で大きな打撃を受
けている。今後誰が、どのよ
うにして農地を守るのか。JA
も行政と連携し、対策を講じ
ていく必要があるのでは

Q輸

価下落に生産資材の高騰が追い打ちをかけ、生産意欲が
下がっている。農家経営を支えるための具体的な施策は

肥料価格はこれまでに経験のないほど高騰し、JAとしても仕入れ業者と交渉を重ねてきたものの、原料の国際市況が軒並み
市場最高値まで上昇、円安なども影響し、値上げせざるをえない状況であり、７月４日にやむなく価格を改定しました。それでも
JA合併のスケールメリットを生かした銘柄集約により、化成肥料は平均40％（ＪＡ全農の値上げ基準55％）の上昇に抑えました。
各予約注文書でご購入いただくと当用価格（店頭売り）より安くお買い求めいただけます。予約数量の積み上げを元に仕入れ
業者とのさらなる価格交渉に生かしていきたいと考えています。

A

Q米

Q米 Q農

A

３月～４月

Ｊ
Ａ
は
、
不
断
の
自
己
改
革
の
着
実
な
実
践
に
む
け
、

新
た
な
中
期
経
営
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

6　月 ６月２８日

特集

統括本部運営委員会
場　所：管内８ヵ所
出席者：統括本部運営委員など

326人

総代事前説明会・
地区別座談会など
場　所：管内１７ヵ所
出席者：総代など570人

通常総代会
場　所：マービーふれあいセンター

（倉敷市）
出席者：総代955人（本人出席

393人、代理出席1人、
書面561人）
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新
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期
経
営
計
画
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策
定
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特集

統括本部運営委員会
場　所：管内８ヵ所
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（倉敷市）
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393人、代理出席1人、
書面561人）
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童農園を中心とした食農教
育にも取り組んでもらいたい

代かき時の対策を啓発しているほか、今年
度から環境にやさしい肥料「環境保全型緩効
性肥料」を採用し提供しています。組合員み
なさまにおかれても、一緒になって環境問題
に対処いただきたいと思います。

現在、すでに実施していますが、地域に求められ、また次世代を担う子ども
たちに「食」と「農」に関する教育を進めるため、管内各学校とも積極的に連
携していきます。（P12, P18～19に関連記事）

昨年度から統括本部を越えた「支店長研修会」を開き、人材育成をはじめ
数々のテーマに基づき意見を交換しています。研修会では優良取組事例の
発表など、横展開にむけ情報の共有を図っています。組合員・利用者から
期待され求められる人材の育成に取り組み、コロナ禍で訪問活動が制限さ
れる中ではありますが、組合員とのコミュニケーションづくりに努めていきます。

QアQ組

Q農

Q学

Q環

Qこ

持続可能な「地域・組織・事業基盤の確立」「協同組合」としての役割発揮を支える人づくり

「食」「農」「地域」「協同組合」にかかる県民理解の醸成

総合事業の展開や地域活動を通じたSDGsへの取り組み

不断の自己改革の実践を支える経営基盤の強化

JA役員が各地に出向き実施した対話活動

合員に「ありがとう」と言ってもらえるような仕事をしてほ
しい。JAを気持ちよく利用したいので、顧客満足度をもっと
考えてもらいたい

食と農を基軸とする地域に根ざした協同組合として、地域から必要とされる
JAであり続けるため、JAの役割と目的・存在意義などを認識し、組合員
のニーズに応えられるよう階層別・事業別の職員教育・人材育成に取り
組みます。

SDGs

SDGs

SDGs

れまで以上に生産者と指
導員が連携し、産地形成でき
るよう営農指導体制の確立、
指導員の育成・強化に取り組
んでほしい

現在、JAでは営農指導員・農産物検
査員・GAP（農業生産工程管理）指
導員など認証資格取得の奨励により専
門能力を備えた人材を育成しています。
このなかで営農指導員については、3ヵ
年計画のなかで配置人員を数値化し、
組合員・利用者の期待に応えられる体
制を構築します。
JAの職員OBのほか、県農業普及指
導員など、専門知識・経験を有する人
材の登用により、スキル継承にも取り
組みます。

己改革はいつまでに成し遂げるのかQ
自己改革に終わりはなく、常に組合員ニーズと社会
動向を注視しながら改革する必要があります。ただし、
重点取組事項に掲げた各項目に対しては、2022年
度を起点とする3ヵ年計画のなかで積極的に取り組み
ます。

店統廃合で非常に不便になる。地形・
地域性を考慮しながらJA離れが進まないよう、
再検討を含め慎重に進めてもらいたい

支店統廃合は、地域性を十分踏まえたうえで検討し、組
合員・総代のみなさまに丁寧に説明しながら進めたいと
考えています。統合後は、出向く体制を充実させ不便を
おかけしないよう努めます。

クティブメンバーシップ（組合員が積極的
にJAの事業活動に参加すること）の進め方は

准組合員を「地域農業を支える農業振興の応援団」と位
置づけ、モニター制度などを活用した「JA事業の理解と
利用」を通じ、その意思反映ができる仕組みづくりを進め
ます。

次化商品の開発への取り組
みは

准組合員モニターなどからの意見を参考に、既存商
品のPRはもとより農畜産物を活用した6次化商品の
開発にむけて検討します。（P14～P15, P 23に関連
記事）

性が参画できる体制をつくってもらいたい

男女共同参画社会基本法には、「男女が、社会の対等
な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野
における活動に参画する機会が確保され、（中略）共に
責任を担うべき社会」の形成を目的として定められています。
JAとしても女性自らの意思により、社会の構成員となる
ための機会を作っていますので、積極的な参加をお願い
します。

性の総代比率15%をJAの努力目標
としているが、本県の割合は全国43位。
目標に近づけるよう検討してほしい

男女共同参画社会の基本理念は「自らの意思」にあ
ると考えています。女性総代への積極的な立候補を
お願いします。

家とのコミュニケーションが取れていない。もっと接点を
もってほしい

境問題に関し、一発肥料の
プラスチック被覆の河川・海洋
への流出対策は

Q自

Q女

Q６

Q支

Q女

A

A

A

AA

A

A

A

A
A

A

ギャップ

特集
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作 っ て 食 べ て
農 業 を 元 気 に !

JA晴れの国岡山があなたの農業ライフを全力でサポート!!

ブロッコリー
カロテンやビタミンB群が豊富

教えてくれるのは
この人！！

津山東部
アグリセンター

綾部裕二郎

チェック！サンからのアドバイス
根は湿害に弱く、秋の多雨による病
害の発生の恐れがあるので、畝は高
くし、株元が低くならないように排水
に注意しよう。

■おすすめ資材

❶JA晴れの国岡山
　オリジナル野菜の肥料
窒素・リン酸・カリに加え、微量要素をバランス
よく配合し、野菜の元肥・追肥に幅広く使えます。

❷化成肥料 14-14-14
野菜・果樹・花など幅広く使えます。
高成分なので少量投入で経済的です。

地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資　材の選び方や使い方、栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。直売所の出荷者も募集しています！ご相談・お買い求めはお近くの生産資材店舗まで…

排水のよい畑を選び、元肥
をしっかり施し、茎葉を大きく
育てます。
害虫がつきやすいので、防
虫ネットなどをかぶせて食害を
防ぎましょう。

チェック
！

ソラからのアドバイス

夏まきの場合、苗を置く場所はできるだけ
風通しのよい涼しい場所を選び、強光時
にはよしず・ネットなどで遮光し、かん水不
足にならないよう注意しよう。水やりはでき
るだけ午前中にしようね。春まきの場合、
温度の確保が必要だよ。

JAに相談して病状や品目に応じた適切な薬剤を選
び、必ず商品のラベルや説明書に従い、適正に使う。

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
芽
か
き
は
脇
芽
が
分
か

ら
ず
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
き
れ
い
に
摘

み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誘
引
は

結
び
方
が
複
雑
だ
っ
た
た
め
、
J
A
の

営
農
指
導
員
の
方
に
詳
し
く
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え
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
キ
ュ
ウ
リ
の
整
枝
は
、
初
の
ネ
ッ
ト
張

り
を
体
験
。
大
変
な
作
業
ば
か
り
で
し

た
が
、
楽
し
く
協
力
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。
　

左：立てた支柱にキュウリ
ネットを張る学生
上：ミニトマトを誘引して2本
仕立てに

毎月第４水曜日
18時50分～放送

栽培スケジュール

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

●種まき　　植え付け　　　　収穫

小さい蕾がはっきりと見え、固く締まった状態が収穫の
適期。蕾の間に隙間が見えるようになったら取り遅れ。
頂花蕾の収穫後、側枝から発生する小さい花蕾は、
春まで取り続けることができる。

大きくて充実した花蕾をとるためには、元肥の堆肥・
肥料を十分に与える。

❷
化成肥料
14-14-14
10g

1株あたりの量

食
文
化
学
部

現
代
食
文
化
学
科

塗
野

　颯
真
さ
ん （
1
年
）

ぬ
り
の

そ
う
ま

❶ 苗づくり
128穴のセルトレーにセル成型苗専用の土を使い、
１穴に3～4粒まく。

仕上がり苗
本葉3～4枚

❷ 元肥入れ

堆肥
490～560g

畝の長さ
1mあたりの量

油粕
200g

植え付け２週間前に１㎡当
たり苦土石灰100ｇをまき、
深く土を耕しておく。

植え付け1週間前に堆肥と
肥料を施し、土を戻してよく
混ぜ畝を立てる。

❸ 植え付け

❹ 追肥

株間45㎝程度に植え付ける。植え付け前には、
植え穴に十分かん水して植え傷みの少ないようにする。

株元に化成肥料を施し土寄せする。

植え付けの20日後

深植えは禁物。
株元が少し高くなるように。

追肥

頂花蕾

株の周りに追肥して勢いをつけ、
よい側花蕾を出させる。

ヨトウムシ・コナガなどがつきやすいので、早期発見に努め、
薬剤散布で防ぐ。

❺ 病害虫防除

直径12～13㎝ぐらいになったら、包丁で切り取る。
茎を長く付け過ぎると側花蕾の数が減るので短く切り取る。

直径4～5㎝ほどで収穫する。
小さいがまとめて使えば味に遜色はない。

❻ 収穫

あやべゆうじろう

春まき初夏どり栽培 

夏まき秋・冬どり栽培

高さ
20㎝

溝の幅30㎝

畝幅70～80㎝

❶
野菜の肥料
90g

株間45㎝

1回目

花蕾が見える頃2回目

切る

側枝花蕾
油粕

育つにつれて間引いて1本立てにする。

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
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び、必ず商品のラベルや説明書に従い、適正に使う。

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
芽
か
き
は
脇
芽
が
分
か

ら
ず
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
き
れ
い
に
摘

み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誘
引
は

結
び
方
が
複
雑
だ
っ
た
た
め
、
J
A
の

営
農
指
導
員
の
方
に
詳
し
く
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
キ
ュ
ウ
リ
の
整
枝
は
、
初
の
ネ
ッ
ト
張

り
を
体
験
。
大
変
な
作
業
ば
か
り
で
し

た
が
、
楽
し
く
協
力
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。
　

左：立てた支柱にキュウリ
ネットを張る学生
上：ミニトマトを誘引して2本
仕立てに

毎月第４水曜日
18時50分～放送

栽培スケジュール

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

●種まき　　植え付け　　　　収穫

小さい蕾がはっきりと見え、固く締まった状態が収穫の
適期。蕾の間に隙間が見えるようになったら取り遅れ。
頂花蕾の収穫後、側枝から発生する小さい花蕾は、
春まで取り続けることができる。

大きくて充実した花蕾をとるためには、元肥の堆肥・
肥料を十分に与える。

❷
化成肥料
14-14-14
10g

1株あたりの量

食
文
化
学
部

現
代
食
文
化
学
科

塗
野

　颯
真
さ
ん （
1
年
）

ぬ
り
の

そ
う
ま

❶ 苗づくり
128穴のセルトレーにセル成型苗専用の土を使い、
１穴に3～4粒まく。

仕上がり苗
本葉3～4枚

❷ 元肥入れ

堆肥
490～560g

畝の長さ
1mあたりの量

油粕
200g

植え付け２週間前に１㎡当
たり苦土石灰100ｇをまき、
深く土を耕しておく。

植え付け1週間前に堆肥と
肥料を施し、土を戻してよく
混ぜ畝を立てる。

❸ 植え付け

❹ 追肥

株間45㎝程度に植え付ける。植え付け前には、
植え穴に十分かん水して植え傷みの少ないようにする。

株元に化成肥料を施し土寄せする。

植え付けの20日後

深植えは禁物。
株元が少し高くなるように。

追肥

頂花蕾

株の周りに追肥して勢いをつけ、
よい側花蕾を出させる。

ヨトウムシ・コナガなどがつきやすいので、早期発見に努め、
薬剤散布で防ぐ。

❺ 病害虫防除

直径12～13㎝ぐらいになったら、包丁で切り取る。
茎を長く付け過ぎると側花蕾の数が減るので短く切り取る。

直径4～5㎝ほどで収穫する。
小さいがまとめて使えば味に遜色はない。

❻ 収穫

あやべゆうじろう

春まき初夏どり栽培 

夏まき秋・冬どり栽培

高さ
20㎝

溝の幅30㎝

畝幅70～80㎝

❶
野菜の肥料
90g

株間45㎝

1回目

花蕾が見える頃2回目

切る

側枝花蕾
油粕

育つにつれて間引いて1本立てにする。

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す
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真
庭
市
で「
ひ
る
ぜ
ん
大
根
」の
出
荷
が
順
調
で
す
。

Ｊ
Ａ
蒜
山
大
根
部
会
協
議
会
の
９
戸
が
14
㌶
で
栽
培
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
生
育
期
に
少
雨
傾
向
で
、
例
年
よ
り

５
日
ほ
ど
遅
い
出
荷
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は

生
育
が
進
み
、
出
荷
増
を
見
込
み
ま
す
。
井
藤
文
仁

部
会
長
は「
例
年
通
り
、
甘
く
て
み
ず
み
ず
し
く
お
い

し
く
仕
上
が
っ
た
」と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

 
11
月
の
寒
締
め
栽
培「
蒜
山
こ
だ
わ
り
大
根
」ま
で
、

岡
山
・
大
阪
・
鳥
取
の
市
場
へ
７
０
０
㌧
の
出
荷
を

目
指
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
、特
産
と
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
を
使
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
販
売
を
始
め
て

い
ま
す
。
真
庭
市
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
醍
醐
桜
と

共
同
開
発
。
白
桃
、「
作
州
黒
豆
き
な
こ
」、

久
米
南
産
ユ
ズ
を
使
っ
た
３
つ
の
味
を
取
り

揃
え
ま
し
た
。

　
名
称
は「
じ
ぇ
い
え
い
ら
ー
と
」。
ジ
ェ
ラ
ー

ト
と「
Ｊ
Ａ
」を
か
け
、
あ
え
て
平
仮
名
で
表

記
す
る
こ
と
で
練
れ
る
ほ
ど
の
柔
ら
か
さ
と
、

親
し
み
や
す
さ
を
表
現
し
ま
し
た
。

　
白
桃
味
は
、ペ
ー
ス
ト
状
の
白
桃
を
ジ
ャ
ー

ジ
ー
牛
乳
と
と
も
に
攪
拌
。
白
桃
を
贅
沢
に

使
っ
て
い
る
た
め
、
ま
る
で
白
桃
を
食
べ
て
い

る
か
の
よ
う
な
味
わ
い
を
実
現
し
な
が
ら
も
、

濃
厚
な
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
の
味
も
損
な
う
こ

と
の
な
い
絶
妙
な
配
合
を
実
現
。
無
香
料
無

着
色
で
、
素
材
本
来
の
旨
味
を
楽
し
め
る
高

級
感
漂
う
逸
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　「
作
州
黒
豆
き
な
こ
」味
は
特
産「
作
州
黒

大
豆
」を
使
い
、
一
般
的
な
き
な
粉
よ
り
も
強

い
香
り
と
コ
ク
を
感
じ
ら
れ
、
ユ
ズ
味
も
県

内
ト
ッ
プ
産
地
の
久
米
南
町
産
を
使
い
、サ
ッ

パ
リ
と
し
た
風
味
が
楽
し
め
ま
す
。

　
同
店
は「
白
桃
や
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
な
ど

特
産
を
一
度
に
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
。
生
果

と
は
ま
た
違
う
楽
し
み
方
を
体
感
し
て
ほ
し

い
」と
話
し
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
Ｊ
Ａ
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
で
ギ
フ
ト
用
と
し
て
販
路
拡
大
を
見
込
み

ま
す
。（
価
格
な
ど
は
P
23
参
照
）

　JA統一版の「農薬ハンドブック」
を発行しました。直売所間の産物
交流「晴ればれ直行便」事業の拡
大や2024年度の大型直売所開設
を見据え、管内の直売所出荷者ら
約7,800人に配布し、意識統一を
進めます。
　掲載の農薬は、広域に流通し適
用作物の多いものから選定。１作
物につき使用農薬は１０品目以内と
し、毒劇物は外しました。生産者
の高齢化に配慮し、農薬集約によっ

て作業・費用の負担軽減と農薬の
誤使用の防止につなげます。少量
多品目の生産者も多く、使用管理
の負担を軽減し、生産意欲を高め
ます。一方でJAは管理の一元化・
指導の一本化・広域物流の促進
など相乗効果を見込みます。
　営農担当の山本日吉司常務は
「安全安心な農産物を提供すること
はJAの責務。出荷拡大にもつなげ、
消費者の確固たる信頼を高めたい」
と力を込めます。

晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

　
Ｊ
Ａ
は
警
察
と
連
携
し
、
中
高

生
を
対
象
に
自
転
車
の
交
通
安
全

教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
プ
ロ
の
ス

タ
ン
ト
マ
ン
が
一
時
停
止
の
無
視
や

傘
差
し
運
転
な
ど
危
険
な
走
行
に

よ
る
交
通
事
故
を
再
現
し
、
事
故

の
怖
さ
や
危
険
性
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
６
月
上
旬
に
倉
敷
市
内
の
高
校
で
開
き
、
生

徒
は「
自
転
車
は
車
両
で
あ
り
、
加
害
者
に
も
な

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運

転
を
心
が
け
た
い
」と
気
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部
の
山
部
慎
一
常
務
は「
安

全
で
事
故
の
な
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
。
再
現
を
頭
に
入
れ
、
日

頃
か
ら
気
を
付
け
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

学
生
向
け
交
通
安
全
教
室

自
転
車
も

　
　ル
ー
ル
を
守
っ
て

もっ
と身近に

ず
っ

と  愛 さ れ る
JＡ

へ

雨の日における周囲の確認不足による事故を再現

地
域
貢
献
活
動
の
紹
介

や
ま
べ
し
ん
い
ち

やまもと

ながお たかとも

か
く
は
ん

ひよし

い
と
う
ふ
み
ひ
と

　
岡
山
市
の
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
専
門
店
オ
リ

ジ
ン
と
J
Ａ
が
共
同
開
発
し
た「
白
桃
バ
ー

ム
ク
ー
ヘ
ン
」「
真
備
の
竹
炭
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ

ン
」の
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
地
元
産
に
こ
だ
わ
っ
た
手
づ
く
り
で
、
白

桃
味
は
県
産
白
桃
を
ミ
キ
サ
ー
で
滑
ら
か

な
ペ
ー
ス
ト
状
に
調
整
。
万
遍
な
く
白
桃
の

風
味
が
す
る
よ
う
入
念
に
手
作
業
で
攪
拌

し
、
一
層
一
層
丁
寧
に
焼
き
上
げ
て
い
ま
す
。

白
桃
本
来
の
芳
香
と
バ
タ
ー
風
味
を
引
き

立
て
つ
つ
、
極
上
の
し
っ
と
り
感
を
残
す
芳

潤
な
逸
品
で
す
。

　
真
備
の
竹
炭
味
は
プ
レ
ー
ン
生
地
に
真

備
産
竹
炭
を
混
ぜ
て
生
地
を
作
り
、
約
１

㌢
の
層
を
生
地
の
上
に
重
ね
ま
し
た
。し
っ

と
り
と
上
品
で
滑
ら
か
な
口
当
た
り
を
実

現
し
、
プ
レ
ー
ン
と
竹
炭
の
味
が
口
の
中

で
絶
妙
に
混
じ
り
合
い
ま
す
。

　
J
Ａ
は「
年
間
を
通
じ
て
特
産
を
手
軽

に
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
地
元
企
業
と
協
働

す
る
こ
と
で
持
続
可
能
な
地
域
社
会
・
農

業
の
実
現
に
寄
与
で
き
る
」と
力
を
込
め

ま
す
。（
価
格
な
ど
は
P
23
参
照
）

完成したバームクーヘンをＰＲするＪＡ職員とオリジン店長（右）

蒜山三座を望むほ場で収穫
する井藤部会長

出
荷
者
対
象
の
講
習
会
で「
栽
培
ポ
イ
ン
ト
も
掲
載
さ
れ
わ
か
り
や
す
い
」と
好
評

「
じ
ぇ
い
え
い
ら
ー
と
」を
Ｐ
Ｒ
す
る
関
係
者

コ
ン
ニ
ャ
ク
づ
く
り
を
学
ぶ
部
員

播種機で作業を実演

オ
リ
ジ
ナ
ル「
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
」発
売

白
桃
と
、
復
興
支
援「
真
備
の
竹
炭
」

J
A
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
イ
ス「
じ
ぇ
い
え
い
ら
ー
と
」新
発
売

こ
だ
わ
り
抜
い
た
特
産
と「
濃
厚
な
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
」が
恋
を
し
た

伝統食を次世代へ
女性部リーダー育成

子実用トウモロコシ試験栽培
地域一体の取り組みで課題解決へ

「ひるぜん大根」
11月まで
甘くみずみずしい
仕上がり

　びほく女性部は、伝統食を次世代に伝えるため、
リーダーを育成する取り組みを始めました。５月に
高梁市で教室を開き、部員１５人がコンニャクと
豆腐づくりに挑戦。部員は「飽食の時代で出来合
いのものも安価で手に入るが、やはり手づくりは
ひと味違う。部員間や次世代に伝えられるように
なりたい」と積極的に学びました。

　奈義町の農業法人（株）ライスクロップ長尾は、ＪＡやＪＡ全
農おかやまと連携し、子実用トウモロコシの実証試験に向け、
栽培体系や収穫後の加工・流通などを確認する事前試験を
始めました。５月下旬～６月上旬にかけて奈義町で播種。１１
月上旬に収穫して飼料用に加工し、地元の畜産農家へ供給を
予定しています。
　農水省によると子実用トウモロコシは、時間当たりの所得が
高水準であるため、新たな水田転作作物として期待がかかっ
ています。一方で、排水や鳥獣害対策なども考慮して事前試
験を実施し、課題を洗い出します。
　同社の長尾隆大社長は「課題もあるが、地域一体となって
解決策を見つけていきたい」と話します。

出荷者に「農薬ハンドブック」
大型直売所を見据え統一
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真
庭
市
で「
ひ
る
ぜ
ん
大
根
」の
出
荷
が
順
調
で
す
。

Ｊ
Ａ
蒜
山
大
根
部
会
協
議
会
の
９
戸
が
14
㌶
で
栽
培
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
生
育
期
に
少
雨
傾
向
で
、
例
年
よ
り

５
日
ほ
ど
遅
い
出
荷
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は

生
育
が
進
み
、
出
荷
増
を
見
込
み
ま
す
。
井
藤
文
仁

部
会
長
は「
例
年
通
り
、
甘
く
て
み
ず
み
ず
し
く
お
い

し
く
仕
上
が
っ
た
」と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

 
11
月
の
寒
締
め
栽
培「
蒜
山
こ
だ
わ
り
大
根
」ま
で
、

岡
山
・
大
阪
・
鳥
取
の
市
場
へ
７
０
０
㌧
の
出
荷
を

目
指
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
、特
産
と
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
を
使
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
販
売
を
始
め
て

い
ま
す
。
真
庭
市
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
醍
醐
桜
と

共
同
開
発
。
白
桃
、「
作
州
黒
豆
き
な
こ
」、

久
米
南
産
ユ
ズ
を
使
っ
た
３
つ
の
味
を
取
り

揃
え
ま
し
た
。

　
名
称
は「
じ
ぇ
い
え
い
ら
ー
と
」。
ジ
ェ
ラ
ー

ト
と「
Ｊ
Ａ
」を
か
け
、
あ
え
て
平
仮
名
で
表

記
す
る
こ
と
で
練
れ
る
ほ
ど
の
柔
ら
か
さ
と
、

親
し
み
や
す
さ
を
表
現
し
ま
し
た
。

　
白
桃
味
は
、ペ
ー
ス
ト
状
の
白
桃
を
ジ
ャ
ー

ジ
ー
牛
乳
と
と
も
に
攪
拌
。
白
桃
を
贅
沢
に

使
っ
て
い
る
た
め
、
ま
る
で
白
桃
を
食
べ
て
い

る
か
の
よ
う
な
味
わ
い
を
実
現
し
な
が
ら
も
、

濃
厚
な
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
の
味
も
損
な
う
こ

と
の
な
い
絶
妙
な
配
合
を
実
現
。
無
香
料
無

着
色
で
、
素
材
本
来
の
旨
味
を
楽
し
め
る
高

級
感
漂
う
逸
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　「
作
州
黒
豆
き
な
こ
」味
は
特
産「
作
州
黒

大
豆
」を
使
い
、
一
般
的
な
き
な
粉
よ
り
も
強

い
香
り
と
コ
ク
を
感
じ
ら
れ
、
ユ
ズ
味
も
県

内
ト
ッ
プ
産
地
の
久
米
南
町
産
を
使
い
、サ
ッ

パ
リ
と
し
た
風
味
が
楽
し
め
ま
す
。

　
同
店
は「
白
桃
や
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
な
ど

特
産
を
一
度
に
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
。
生
果

と
は
ま
た
違
う
楽
し
み
方
を
体
感
し
て
ほ
し

い
」と
話
し
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
Ｊ
Ａ
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
で
ギ
フ
ト
用
と
し
て
販
路
拡
大
を
見
込
み

ま
す
。（
価
格
な
ど
は
P
23
参
照
）

　JA統一版の「農薬ハンドブック」
を発行しました。直売所間の産物
交流「晴ればれ直行便」事業の拡
大や2024年度の大型直売所開設
を見据え、管内の直売所出荷者ら
約7,800人に配布し、意識統一を
進めます。
　掲載の農薬は、広域に流通し適
用作物の多いものから選定。１作
物につき使用農薬は１０品目以内と
し、毒劇物は外しました。生産者
の高齢化に配慮し、農薬集約によっ

て作業・費用の負担軽減と農薬の
誤使用の防止につなげます。少量
多品目の生産者も多く、使用管理
の負担を軽減し、生産意欲を高め
ます。一方でJAは管理の一元化・
指導の一本化・広域物流の促進
など相乗効果を見込みます。
　営農担当の山本日吉司常務は
「安全安心な農産物を提供すること
はJAの責務。出荷拡大にもつなげ、
消費者の確固たる信頼を高めたい」
と力を込めます。

晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

　
Ｊ
Ａ
は
警
察
と
連
携
し
、
中
高

生
を
対
象
に
自
転
車
の
交
通
安
全

教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
プ
ロ
の
ス

タ
ン
ト
マ
ン
が
一
時
停
止
の
無
視
や

傘
差
し
運
転
な
ど
危
険
な
走
行
に

よ
る
交
通
事
故
を
再
現
し
、
事
故

の
怖
さ
や
危
険
性
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
６
月
上
旬
に
倉
敷
市
内
の
高
校
で
開
き
、
生

徒
は「
自
転
車
は
車
両
で
あ
り
、
加
害
者
に
も
な

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運

転
を
心
が
け
た
い
」と
気
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部
の
山
部
慎
一
常
務
は「
安

全
で
事
故
の
な
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
。
再
現
を
頭
に
入
れ
、
日

頃
か
ら
気
を
付
け
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

学
生
向
け
交
通
安
全
教
室

自
転
車
も

　
　ル
ー
ル
を
守
っ
て

もっ
と身近に

ず
っ

と  愛 さ れ る
JＡ

へ

雨の日における周囲の確認不足による事故を再現

地
域
貢
献
活
動
の
紹
介

や
ま
べ
し
ん
い
ち

やまもと

ながお たかとも

か
く
は
ん

ひよし

い
と
う
ふ
み
ひ
と

　
岡
山
市
の
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
専
門
店
オ
リ

ジ
ン
と
J
Ａ
が
共
同
開
発
し
た「
白
桃
バ
ー

ム
ク
ー
ヘ
ン
」「
真
備
の
竹
炭
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ

ン
」の
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
地
元
産
に
こ
だ
わ
っ
た
手
づ
く
り
で
、
白

桃
味
は
県
産
白
桃
を
ミ
キ
サ
ー
で
滑
ら
か

な
ペ
ー
ス
ト
状
に
調
整
。
万
遍
な
く
白
桃
の

風
味
が
す
る
よ
う
入
念
に
手
作
業
で
攪
拌

し
、
一
層
一
層
丁
寧
に
焼
き
上
げ
て
い
ま
す
。

白
桃
本
来
の
芳
香
と
バ
タ
ー
風
味
を
引
き

立
て
つ
つ
、
極
上
の
し
っ
と
り
感
を
残
す
芳

潤
な
逸
品
で
す
。

　
真
備
の
竹
炭
味
は
プ
レ
ー
ン
生
地
に
真

備
産
竹
炭
を
混
ぜ
て
生
地
を
作
り
、
約
１

㌢
の
層
を
生
地
の
上
に
重
ね
ま
し
た
。し
っ

と
り
と
上
品
で
滑
ら
か
な
口
当
た
り
を
実

現
し
、
プ
レ
ー
ン
と
竹
炭
の
味
が
口
の
中

で
絶
妙
に
混
じ
り
合
い
ま
す
。

　
J
Ａ
は「
年
間
を
通
じ
て
特
産
を
手
軽

に
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
地
元
企
業
と
協
働

す
る
こ
と
で
持
続
可
能
な
地
域
社
会
・
農

業
の
実
現
に
寄
与
で
き
る
」と
力
を
込
め

ま
す
。（
価
格
な
ど
は
P
23
参
照
）

完成したバームクーヘンをＰＲするＪＡ職員とオリジン店長（右）

蒜山三座を望むほ場で収穫
する井藤部会長

出
荷
者
対
象
の
講
習
会
で「
栽
培
ポ
イ
ン
ト
も
掲
載
さ
れ
わ
か
り
や
す
い
」と
好
評

「
じ
ぇ
い
え
い
ら
ー
と
」を
Ｐ
Ｒ
す
る
関
係
者

コ
ン
ニ
ャ
ク
づ
く
り
を
学
ぶ
部
員

播種機で作業を実演

オ
リ
ジ
ナ
ル「
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
」発
売

白
桃
と
、
復
興
支
援「
真
備
の
竹
炭
」

J
A
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
イ
ス「
じ
ぇ
い
え
い
ら
ー
と
」新
発
売

こ
だ
わ
り
抜
い
た
特
産
と「
濃
厚
な
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
」が
恋
を
し
た

伝統食を次世代へ
女性部リーダー育成

子実用トウモロコシ試験栽培
地域一体の取り組みで課題解決へ

「ひるぜん大根」
11月まで
甘くみずみずしい
仕上がり

　びほく女性部は、伝統食を次世代に伝えるため、
リーダーを育成する取り組みを始めました。５月に
高梁市で教室を開き、部員１５人がコンニャクと
豆腐づくりに挑戦。部員は「飽食の時代で出来合
いのものも安価で手に入るが、やはり手づくりは
ひと味違う。部員間や次世代に伝えられるように
なりたい」と積極的に学びました。

　奈義町の農業法人（株）ライスクロップ長尾は、ＪＡやＪＡ全
農おかやまと連携し、子実用トウモロコシの実証試験に向け、
栽培体系や収穫後の加工・流通などを確認する事前試験を
始めました。５月下旬～６月上旬にかけて奈義町で播種。１１
月上旬に収穫して飼料用に加工し、地元の畜産農家へ供給を
予定しています。
　農水省によると子実用トウモロコシは、時間当たりの所得が
高水準であるため、新たな水田転作作物として期待がかかっ
ています。一方で、排水や鳥獣害対策なども考慮して事前試
験を実施し、課題を洗い出します。
　同社の長尾隆大社長は「課題もあるが、地域一体となって
解決策を見つけていきたい」と話します。

出荷者に「農薬ハンドブック」
大型直売所を見据え統一
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～仲間とともに未来をひらく～

SDGs
　コロナ禍でなかなか思うような活動
ができない中、私たち勝英女性部勝
央支部では、感染症対策を講じながら
健康教室や料理教室などさまざまな活
動をしています。
　とりわけ、力を入れているのは手芸
教室です。繊維工場から、靴下を作
る過程で出る捨て糸を購入。カラフル
な捨て糸から好きな色を選んで編みこ
み、オリジナルの座布団を作りました。

座布団は最寄りの勝央支店に寄贈。
支店待合室の椅子に敷いていただい
ています。利用者から、「かわいい」「座
り心地がいい」という声が届けられてい
ると聞き、とてもうれしいです。
　いろんなアレンジができるので、今
後は鍋敷きやコースターづくりにも挑戦
したいです。

たかつき なおあき
矢神毎戸営農組合（矢掛町）

髙月 直明さん（65）

　県西部の矢掛町で代々続く農家の長男として
生まれ、2020年に44年間の会社勤めを終え
たのち、地元の農地と農業を守る集落営農組
合に心を動かされ、本格的に農業を始める決意
をしました。
　今は、野菜総括担当として栽培管理・出荷調
整などを担っています。日々の農作業は楽ではあ
りませんが、仲間がいるのは心強く、いろいろな
ことを学べます。みんなの応援でこの活動が実を
結び、地元がタマネギの名産地となって、次世
代へとつながる流れが構築できるよう尽力します。

Vol.4
新しいチカラ新しいチカラ

仲間との1
枚

ほまれの

集落営農組合の仲間と一緒に
大規模栽培に取り組んでいます！

み
ず
し
ま

水
島 

悦
子
さ
ん

え
つ
こ

勝
英
女
性
部
勝
央
支
部

　支
部
長

た
け
う
ち

竹
内 

繁
子
さ
ん

し
げ
こ

誌面でご紹介できなかった最新トピックスは
ホームページ でも紹介しています！

ここから
簡単アクセス！

　
岡
山
西
女
性
部
は
、
今
年
度

の
女
性
大
学
を
開
講
し
ま
し
た
。

手
芸
・
料
理
・
防
災
な
ど
、
食

と
農
と
暮
ら
し
に
関
す
る
テ
ー
マ

を
中
心
に
学
び
を
深
め
る
活
動

で
仲
間
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
５
月
下
旬
に
は
倉
敷
西
ブ
ロ
ッ

ク
の
部
員
24
人
が
、
寄
せ
植
え
に

挑
戦
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ラ
ベ

ン
ダ
ー
な
ど
を
洋
風
バ
ケ
ッ
ト
に

植
え
、
仲
間
と
達
成
感
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。
部
員
は「
新
し

い
こ
と
を
学
ん
で
伝
え
る
こ
と
で
、

地
域
を
元
気
に
し
た
い
」と
話
し

ま
し
た
。

　
く
ら
し
き
作
陽
大

学
の
栄
養
士
養
成
に

Ｊ
Ａ
が
協
力
し
、
農

業
の
応
援
団
を
育
て
ま
す
。
学
内

の
畑
で
学
生
が
１
年
を
通
じ
て
野

菜
の
栽
培
を
体
験
。Ｊ
Ａ
営
農
指

導
員
の
サ
ポ
ー
ト
で
、
エ
ダ
マ
メ・

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ・キ
ュ
ウ
リ・ミ
ニ
ト

マ
ト
な
ど
を
育
て
調
理
実
習
し
ま

す
。
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
、
食

品
ロ
ス
削
減
な
ど
持
続
可
能
な
開

発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）へ
の
貢
献
や

地
元
産
に
目
を
向
け
、
食
の
プ
ロ

と
し
て
の
実
践
力
を
身
に
付
け
ま

す
。
５
月
下
旬
に
は
、
苗
の
植
え

付
け
や
仕
立
て
作
業
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。
食
文
化
学
部
の
宮
本

拓
学
部
長
は「
Ｊ
Ａ
に
よ
る
実
践

指
導
は
、
学
生
に
専
門
的
学
習

の
動
機
づ
け
と
人
間
形
成
を
育

む
」と
期
待
し
ま
す
。

　矢掛町で、矢神毎戸営農組合（矢
掛町）、奥山営農組合（笠岡市）、
ファーム県主（井原市）が加工用契
約タマネギの大規模栽培に取り組
んでいます。３組合は、2021年７月
に農業グループ「小田川鬼おん」を
発足。６ｈａで栽培しています。出

荷調製作業はJAが導入した選別機
械を利用。収穫から出荷まで鉄コ
ンテナを一貫して通用し、効率化と
省力化を実現しました。代表の髙月
周次郎さんは「仲間を増やし、産地
化を目指す」と意気込みます。

　
津
山
女
性
部
鏡
野
支
部
は
６
月
中
旬
、
家
の
光
料
理
教
室
を
開

き
ま
し
た
。
大
興
産
業（
株
）の
栄
養
士
を
講
師
に
、
疲
労
回
復
作

用
の
あ
る
酢
を
使
っ
た
料
理
５
品
を
調
理
し
ま
し
た
。
部
員
は「
家

で
も
簡
単
に
で
き
、と
て
も
お
い
し
い
。夏
バ
テ
予
防
に
活
用
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　びほく統括本部は６月初旬から、ＪＲ西日本岡山支社やヤ
マト運輸などとタイアップした貨客混載を再開しました。アス
パラガスやハウストマトなど約１０品がＪＲ岡山駅構内の駅ナ
カ店舗に並びました。愛知県から観光に訪れた夫婦は「新鮮
な岡山の野菜が帰りぎわに買えるのは、鮮度を損なわないの
でとても魅力的」と野菜を手にしていました。
　今後は旬を迎える夏秋トマト「鬼退治桃太郎トマト」やブド
ウ「天空の実り®」など特産を中心に県南大消費地へ届けます。　赤坂ぶどう部会が産地の活性化

を目指しブランド化したニューピ
オーネ、「誉乃AKASAKA®」が高値
で取引されています。
　赤磐市の選果場では、房形がよ
く１粒の大きさが５００円玉大のも
のを１房ずつ非破壊糖度計で測定。
高糖度で独自の基準を満たしたも
のだけを「誉乃AKASAKA®」として出
荷しています。GAPにも取り組み、
チェックシート・管理日誌の提出を
義務付けるなど安全安心な栽培で、
さらに付加価値をつけています。
　７月末まで主に関西・岡山市場
へ出荷します。同部会の是友隆行
部会長は「色づきも実太りも良好」と
話し、「全体の５％と基準を満たす
ものはまだ少ない。増産を目指した
い」と意気込みます。

　
真
庭
市
で
蒜
山
花
卉
部
会
が

生
産
す
る
ソ
リ
ダ
ゴ
の
出
荷
が
本

格
化
し
て
い
ま
す
。
11
戸
が
約
70

㌃
で
栽
培
し
、
12
月
ま
で
地
元

や
関
西
の
市
場
へ
出
荷
し
ま
す
。

　
ソ
リ
ダ
ゴ
は
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の

添
え
花
や
仏
花
に
人
気
で
、
円
す

い
形
に
小
さ
な
花
を
つ
け
ま
す
。

冷
涼
な
気
候
と
共
同
選
花
で
品
質

の
そ
ろ
い
が
よ
く
、
市
場
か
ら
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
部
会
の

石
田
勉
会
長
は「
生
産
者
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
の
で
担
い
手
確

保
に
力
を
入
れ
た
い
」と
話
し
ま
す
。

やがみ　まいど

あがたぬし

おだがわ おに

たかつき

しゅうじろう

み
や
も
と

た
く

各地で学びと交流
女性大学で仲間づくり

タ
マ
ネ
ギ
生
産
拡
大
へ

調
製
選
別
を
省
力
化

暑さを乗り切ろう
酢を使い料理教室

１粒500円玉大 付加価値で高値
ピオーネ「誉乃ＡＫＡＳＡＫＡ®」

「
カ
ル
ス
ト
だ
い
こ
ん
」

朝
晩
涼
し
く
味
よ
し

　新見市南部に広がるカルスト台地で、「カルストだ
いこん」の出荷が本格化しました。草間地区の３戸で
構成する阿新大根部会が約３haで栽培。標高４００
mならではの昼夜の寒暖差、黒ボクといわれるきめ
細かい土、春からの天候にも恵まれて上質に仕上が
りました。小林幹夫部会長は「春まきダイコンは辛み
が少なくみずみずしい味わいで生食に向く。サラダや
おろしなどで楽しんでほしい」と話します。

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら

個
性
豊
か
に
寄
せ
植
え
す
る
部
員

営
農
指
導
員
に
教
わ
り
野
菜
の
苗
を
植
え
る
学
生
（右）

タッピングマシンで調整・選別を行う

旬
を
目
前
に

貨
客
混
載
の
充
実
を

駅
ナ
カ
で
農
産
物
販
売

び
ほ
く
産
の
新
鮮
食
材
を
手
に
取
る

県
外
か
ら
の
観
光
客

夏野菜と酢を使った料理に挑戦する部員

「一番小さな粒でも500円玉以上の大
粒」と話す是友部会長

大
学
生
が
農
業
応
援
団

栄
養
士
養
成
で
野
菜
づ
く
り

ソリダゴ１２月まで
添え花、仏花に人気

ソリダゴの出来を確認する石田会長

選
果
場
で
一
本
ず
つ
丁
寧
に
水
洗
い
し
て
出
荷
す
る

つ
と
む

い
し
だ

こばやし みきお

これともたかゆき
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～仲間とともに未来をひらく～

SDGs
　コロナ禍でなかなか思うような活動
ができない中、私たち勝英女性部勝
央支部では、感染症対策を講じながら
健康教室や料理教室などさまざまな活
動をしています。
　とりわけ、力を入れているのは手芸
教室です。繊維工場から、靴下を作
る過程で出る捨て糸を購入。カラフル
な捨て糸から好きな色を選んで編みこ
み、オリジナルの座布団を作りました。

座布団は最寄りの勝央支店に寄贈。
支店待合室の椅子に敷いていただい
ています。利用者から、「かわいい」「座
り心地がいい」という声が届けられてい
ると聞き、とてもうれしいです。
　いろんなアレンジができるので、今
後は鍋敷きやコースターづくりにも挑戦
したいです。

たかつき なおあき
矢神毎戸営農組合（矢掛町）

髙月 直明さん（65）

　県西部の矢掛町で代々続く農家の長男として
生まれ、2020年に44年間の会社勤めを終え
たのち、地元の農地と農業を守る集落営農組
合に心を動かされ、本格的に農業を始める決意
をしました。
　今は、野菜総括担当として栽培管理・出荷調
整などを担っています。日々の農作業は楽ではあ
りませんが、仲間がいるのは心強く、いろいろな
ことを学べます。みんなの応援でこの活動が実を
結び、地元がタマネギの名産地となって、次世
代へとつながる流れが構築できるよう尽力します。

Vol.4
新しいチカラ新しいチカラ

仲間との1
枚

ほまれの

集落営農組合の仲間と一緒に
大規模栽培に取り組んでいます！

み
ず
し
ま

水
島 

悦
子
さ
ん

え
つ
こ

勝
英
女
性
部
勝
央
支
部

　支
部
長

た
け
う
ち

竹
内 

繁
子
さ
ん

し
げ
こ

誌面でご紹介できなかった最新トピックスは
ホームページ でも紹介しています！

ここから
簡単アクセス！

　
岡
山
西
女
性
部
は
、
今
年
度

の
女
性
大
学
を
開
講
し
ま
し
た
。

手
芸
・
料
理
・
防
災
な
ど
、
食

と
農
と
暮
ら
し
に
関
す
る
テ
ー
マ

を
中
心
に
学
び
を
深
め
る
活
動

で
仲
間
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
５
月
下
旬
に
は
倉
敷
西
ブ
ロ
ッ

ク
の
部
員
24
人
が
、
寄
せ
植
え
に

挑
戦
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ラ
ベ

ン
ダ
ー
な
ど
を
洋
風
バ
ケ
ッ
ト
に

植
え
、
仲
間
と
達
成
感
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。
部
員
は「
新
し

い
こ
と
を
学
ん
で
伝
え
る
こ
と
で
、

地
域
を
元
気
に
し
た
い
」と
話
し

ま
し
た
。

　
く
ら
し
き
作
陽
大

学
の
栄
養
士
養
成
に

Ｊ
Ａ
が
協
力
し
、
農

業
の
応
援
団
を
育
て
ま
す
。
学
内

の
畑
で
学
生
が
１
年
を
通
じ
て
野

菜
の
栽
培
を
体
験
。Ｊ
Ａ
営
農
指

導
員
の
サ
ポ
ー
ト
で
、
エ
ダ
マ
メ・

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ・キ
ュ
ウ
リ・ミ
ニ
ト

マ
ト
な
ど
を
育
て
調
理
実
習
し
ま

す
。
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
、
食

品
ロ
ス
削
減
な
ど
持
続
可
能
な
開

発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）へ
の
貢
献
や

地
元
産
に
目
を
向
け
、
食
の
プ
ロ

と
し
て
の
実
践
力
を
身
に
付
け
ま

す
。
５
月
下
旬
に
は
、
苗
の
植
え

付
け
や
仕
立
て
作
業
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。
食
文
化
学
部
の
宮
本

拓
学
部
長
は「
Ｊ
Ａ
に
よ
る
実
践

指
導
は
、
学
生
に
専
門
的
学
習

の
動
機
づ
け
と
人
間
形
成
を
育

む
」と
期
待
し
ま
す
。

　矢掛町で、矢神毎戸営農組合（矢
掛町）、奥山営農組合（笠岡市）、
ファーム県主（井原市）が加工用契
約タマネギの大規模栽培に取り組
んでいます。３組合は、2021年７月
に農業グループ「小田川鬼おん」を
発足。６ｈａで栽培しています。出

荷調製作業はJAが導入した選別機
械を利用。収穫から出荷まで鉄コ
ンテナを一貫して通用し、効率化と
省力化を実現しました。代表の髙月
周次郎さんは「仲間を増やし、産地
化を目指す」と意気込みます。

　
津
山
女
性
部
鏡
野
支
部
は
６
月
中
旬
、
家
の
光
料
理
教
室
を
開

き
ま
し
た
。
大
興
産
業（
株
）の
栄
養
士
を
講
師
に
、
疲
労
回
復
作

用
の
あ
る
酢
を
使
っ
た
料
理
５
品
を
調
理
し
ま
し
た
。
部
員
は「
家

で
も
簡
単
に
で
き
、と
て
も
お
い
し
い
。夏
バ
テ
予
防
に
活
用
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　びほく統括本部は６月初旬から、ＪＲ西日本岡山支社やヤ
マト運輸などとタイアップした貨客混載を再開しました。アス
パラガスやハウストマトなど約１０品がＪＲ岡山駅構内の駅ナ
カ店舗に並びました。愛知県から観光に訪れた夫婦は「新鮮
な岡山の野菜が帰りぎわに買えるのは、鮮度を損なわないの
でとても魅力的」と野菜を手にしていました。
　今後は旬を迎える夏秋トマト「鬼退治桃太郎トマト」やブド
ウ「天空の実り®」など特産を中心に県南大消費地へ届けます。　赤坂ぶどう部会が産地の活性化

を目指しブランド化したニューピ
オーネ、「誉乃AKASAKA®」が高値
で取引されています。
　赤磐市の選果場では、房形がよ
く１粒の大きさが５００円玉大のも
のを１房ずつ非破壊糖度計で測定。
高糖度で独自の基準を満たしたも
のだけを「誉乃AKASAKA®」として出
荷しています。GAPにも取り組み、
チェックシート・管理日誌の提出を
義務付けるなど安全安心な栽培で、
さらに付加価値をつけています。
　７月末まで主に関西・岡山市場
へ出荷します。同部会の是友隆行
部会長は「色づきも実太りも良好」と
話し、「全体の５％と基準を満たす
ものはまだ少ない。増産を目指した
い」と意気込みます。

　
真
庭
市
で
蒜
山
花
卉
部
会
が

生
産
す
る
ソ
リ
ダ
ゴ
の
出
荷
が
本

格
化
し
て
い
ま
す
。
11
戸
が
約
70

㌃
で
栽
培
し
、
12
月
ま
で
地
元

や
関
西
の
市
場
へ
出
荷
し
ま
す
。

　
ソ
リ
ダ
ゴ
は
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の

添
え
花
や
仏
花
に
人
気
で
、
円
す

い
形
に
小
さ
な
花
を
つ
け
ま
す
。

冷
涼
な
気
候
と
共
同
選
花
で
品
質

の
そ
ろ
い
が
よ
く
、
市
場
か
ら
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
部
会
の

石
田
勉
会
長
は「
生
産
者
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
の
で
担
い
手
確

保
に
力
を
入
れ
た
い
」と
話
し
ま
す
。

やがみ　まいど

あがたぬし

おだがわ おに

たかつき

しゅうじろう

み
や
も
と

た
く

各地で学びと交流
女性大学で仲間づくり

タ
マ
ネ
ギ
生
産
拡
大
へ

調
製
選
別
を
省
力
化

暑さを乗り切ろう
酢を使い料理教室

１粒500円玉大 付加価値で高値
ピオーネ「誉乃ＡＫＡＳＡＫＡ®」

「
カ
ル
ス
ト
だ
い
こ
ん
」

朝
晩
涼
し
く
味
よ
し

　新見市南部に広がるカルスト台地で、「カルストだ
いこん」の出荷が本格化しました。草間地区の３戸で
構成する阿新大根部会が約３haで栽培。標高４００
mならではの昼夜の寒暖差、黒ボクといわれるきめ
細かい土、春からの天候にも恵まれて上質に仕上が
りました。小林幹夫部会長は「春まきダイコンは辛み
が少なくみずみずしい味わいで生食に向く。サラダや
おろしなどで楽しんでほしい」と話します。

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら

個
性
豊
か
に
寄
せ
植
え
す
る
部
員

営
農
指
導
員
に
教
わ
り
野
菜
の
苗
を
植
え
る
学
生
（右）

タッピングマシンで調整・選別を行う

旬
を
目
前
に

貨
客
混
載
の
充
実
を

駅
ナ
カ
で
農
産
物
販
売

び
ほ
く
産
の
新
鮮
食
材
を
手
に
取
る

県
外
か
ら
の
観
光
客

夏野菜と酢を使った料理に挑戦する部員

「一番小さな粒でも500円玉以上の大
粒」と話す是友部会長

大
学
生
が
農
業
応
援
団

栄
養
士
養
成
で
野
菜
づ
く
り

ソリダゴ１２月まで
添え花、仏花に人気

ソリダゴの出来を確認する石田会長

選
果
場
で
一
本
ず
つ
丁
寧
に
水
洗
い
し
て
出
荷
す
る

つ
と
む

い
し
だ

こばやし みきお

これともたかゆき
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地域 を 元気に！

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで
　感じたこと、学んだこ となどを聞きました。

　
農
林
水
産
省
の
公
表
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、

２
０
１
９
年
度
の
朝
食
を
欠
食
す
る（「
週
に

２
〜
３
日
食
べ
る
」及
び「
ほ
と
ん
ど
食
べ
な

い
」）若
い
世
代
の
割
合
は
、
25
・
8
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
昨
今
、
糖
質
制
限
な
ど
が
メ
デ
ィ
ア
な
ど

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
白
米
や
パ
ン

な
ど
糖
質
を
摂
ら
な
い
と
、
脳
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

不
足
と
な
り
勉
強
や
仕
事
が
は
か
ど
ら
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
体
内
に

た
く
さ
ん
蓄
え
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

食
事
か
ら
補
給
す
る
必
要
が
あ
り
、
朝
ご
は

ん
を
食
べ
な
い
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
陥
る
の

で
す
。
実
際
、
朝
食
を
食
べ
た
か
ど
う
か
で

テ
ス
ト
の
点
に
違
い
が
出
た
と
い
う
調
査
結
果

も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

　
世
界
情
勢
に
よ
り
小
麦
粉
が
高
騰
す
る
中
、

米
食
の
価
値
を
見
直
す
機
運
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
ご
飯
は
糖
質
の
ほ
か
に
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ

ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ん

だ
優
秀
な
食
材
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
も
地
域
農
業
の
根
幹
で
も
あ
る
米

の
消
費
拡
大
を
目
指
し
て
、
毎
月
15
日
を

「
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

Ｒ
ｉ
ｃ
ｅ 

う
米 

ｄ
ａ
ｙ
」と
定
め

P
R
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
直
行
便
事
業
を

通
し
て
管
内
自
家
施
設
か
ら
新
鮮
な
米
を

直
売
所
に
届
け
て
販
売
し
、
地
産
地
消
を

後
押
し
し
て
い
ま
す
。

朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
と

勉
強
が
は
か
ど
ら
な
い
っ
て
本
当
？

農業や食って

こんなにお
もしろい！

！

直
行
便
事
業
で
米
を
販
売

ハ
ッ
ピ
ー

ラ
イ
ス

デ
イ

汗
吸
っ
た
　
元
気
な
土
に
　
励
ま
さ
れ

原
　
健
裕
さ
ん

ト
マ
ト
苗
　
十
本
植
へ
た
　
一
人
者

坂
出
　
和
巳
さ
ん

プ
ラ
ン
タ
ー
　
去
年
の
種
で
　
密
に
な
り

杉
山
　
ヤ
ス
コ
さ
ん

朝
一
番
　
き
ゅ
う
り
ト
マ
ト
に
　
ご
挨
拶

鈴
木
　
愛
子
さ
ん

田
上
り
の
　
早
苗
日
毎
に
　
色
づ
き
て

万
代
　
芙
美
子
さ
ん

梅
雨
明
け
や
　
待
っ
た
な
し
の
　
水
不
足

ハ
ッ
チ
ャ
ン
さ
ん

カ
ラ
ス
よ
り
　
先
に
収
穫
　
と
う
も
ろ
こ
し

小
泉
　
彰
さ
ん

ひ
と
り
も
ん

准組合員参加企画
真庭市立
落合こども園
真庭市立
落合こども園
真庭市立
落合こども園
真庭市立
落合こども園

矢掛町立川面小学校矢掛町立川面小学校矢掛町立川面小学校矢掛町立川面小学校

津山市立鶴山小学校津山市立鶴山小学校津山市立鶴山小学校津山市立鶴山小学校

守谷 一華さん守谷 一華さん守谷 一華さん守谷 一華さん

新見市立
新見南小学校
新見市立
新見南小学校
新見市立
新見南小学校
新見市立
新見南小学校

新
見
市
立
萬
歳
小
学
校

新
見
市
立
萬
歳
小
学
校

新
見
市
立
萬
歳
小
学
校

新
見
市
立
萬
歳
小
学
校

新見市立
新見保育所
新見市立
新見保育所
新見市立
新見保育所
新見市立
新見保育所

新見市立
新見南認定こども園
新見市立
新見南認定こども園
新見市立
新見南認定こども園
新見市立
新見南認定こども園

美作市立大原小学校美作市立大原小学校美作市立大原小学校美作市立大原小学校

庄さくらフットベースボール
優勝おめでとうございます！

おいしいお米になあれ！

岡山西統括本部管内
の８チーム約１２０人が、
青空の下で熱戦を繰
り広げました！

将来の担い手確保の
ため、農業の魅力を発
信しています。
今回は高校生（左）が
児童と一緒に夏野菜
の植え付けをしました。

今年度で閉校となる萬歳
小学校。最後の収穫祭に
向け、青壮年部のお兄さ
んたちとハロウィン用のカ
ボチャの苗を植えました。

野菜づくりを教え
てもらったよ！

おいしい野菜
が

とれますよう
に！

もりやもりやもりやもりや いちかいちかいちかいちか

嶋山 愛友里さん嶋山 愛友里さん嶋山 愛友里さん嶋山 愛友里さん
しまやましまやましまやましまやま あゆりあゆりあゆりあゆり

宮野 心温さん宮野 心温さん宮野 心温さん宮野 心温さん
みやのみやのみやのみやの こはるこはるこはるこはる

寺阪 結月さん寺阪 結月さん寺阪 結月さん寺阪 結月さん
てらさかてらさかてらさかてらさか ゆづきゆづきゆづきゆづき

三宅 瑛太さん三宅 瑛太さん三宅 瑛太さん三宅 瑛太さん
みやけみやけみやけみやけ えいたえいたえいたえいた

山本 紗彩さん山本 紗彩さん山本 紗彩さん山本 紗彩さん
やまもとやまもとやまもとやまもと さあやさあやさあやさあや

本田 朋輝さん本田 朋輝さん本田 朋輝さん本田 朋輝さん
ほんだほんだほんだほんだ ともきともきともきともき

おいしいサツマイモを早く食べたいな！

青壮年部のお兄さんたちと
タライに稲を植えたよ！

特大トウ
モロコシ

が

とれたよ
！ 大好きなトウモロコシ！

とれたてが一番！

秋の収穫が
楽しみ！

稲刈り
が

楽しみ
！

ＪＡ杯
春季フットベースボール大会

アグリ
魅力化プロジェクト

清音
アグリキッズスクール

女性部の
地産地消料理教室

『
家
の
光
』掲
載
の
レ
シ
ピ
を
活
用
し
、「
ミ
ョ

ウ
ガ
寿
司
」に
挑
戦
。
輸
入
食
材
な
ど
が
高
騰

し
て
い
る
の
で
、
今
こ
そ
地
産
地
消
や
伝
統
食

に
再
度
目
を
向
け
る
時
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

矢掛町立矢掛小学校矢掛町立矢掛小学校矢掛町立矢掛小学校矢掛町立矢掛小学校

齋藤 大河さん齋藤 大河さん齋藤 大河さん齋藤 大河さん

大河 桜太郎さん　祥次郎さん大河 桜太郎さん　祥次郎さん大河 桜太郎さん　祥次郎さん大河 桜太郎さん　祥次郎さん

さいとうさいとうさいとうさいとう たいがたいがたいがたいが

おおかわおおかわおおかわおおかわ

木村 拓椰さん木村 拓椰さん木村 拓椰さん木村 拓椰さん
きむらきむらきむらきむら たくやたくやたくやたくや

さくたろうさくたろうさくたろうさくたろう しょうじろうしょうじろうしょうじろうしょうじろう

小林 勇葵さん小林 勇葵さん小林 勇葵さん小林 勇葵さん
こばやしこばやしこばやしこばやし ゆうきゆうきゆうきゆうき

ま
ん
ざ
い

ま
ん
ざ
い

ま
ん
ざ
い

ま
ん
ざ
い

新見市立新見中央認定こども園新見市立新見中央認定こども園新見市立新見中央認定こども園新見市立新見中央認定こども園

岡山県立
勝間田高校
岡山県立
勝間田高校
岡山県立
勝間田高校
岡山県立
勝間田高校

勝英統括本部
勝英統括本部
勝英統括本部
勝英統括本部

真庭市立
落合小学校
真庭市立
落合小学校
真庭市立
落合小学校
真庭市立
落合小学校

鏡野町立芳野こども園鏡野町立芳野こども園鏡野町立芳野こども園鏡野町立芳野こども園

びほく女性部津川支部びほく女性部津川支部びほく女性部津川支部びほく女性部津川支部

おかやまコープの組合員のみなさんが田植えを体験しました！
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地域 を 元気に！

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで
　感じたこと、学んだこ となどを聞きました。

　
農
林
水
産
省
の
公
表
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、

２
０
１
９
年
度
の
朝
食
を
欠
食
す
る（「
週
に

２
〜
３
日
食
べ
る
」及
び「
ほ
と
ん
ど
食
べ
な

い
」）若
い
世
代
の
割
合
は
、
25
・
8
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
昨
今
、
糖
質
制
限
な
ど
が
メ
デ
ィ
ア
な
ど

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
白
米
や
パ
ン

な
ど
糖
質
を
摂
ら
な
い
と
、
脳
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

不
足
と
な
り
勉
強
や
仕
事
が
は
か
ど
ら
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
体
内
に

た
く
さ
ん
蓄
え
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

食
事
か
ら
補
給
す
る
必
要
が
あ
り
、
朝
ご
は

ん
を
食
べ
な
い
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
陥
る
の

で
す
。
実
際
、
朝
食
を
食
べ
た
か
ど
う
か
で

テ
ス
ト
の
点
に
違
い
が
出
た
と
い
う
調
査
結
果

も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

　
世
界
情
勢
に
よ
り
小
麦
粉
が
高
騰
す
る
中
、

米
食
の
価
値
を
見
直
す
機
運
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
ご
飯
は
糖
質
の
ほ
か
に
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ

ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ん

だ
優
秀
な
食
材
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
も
地
域
農
業
の
根
幹
で
も
あ
る
米

の
消
費
拡
大
を
目
指
し
て
、
毎
月
15
日
を

「
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

Ｒ
ｉ
ｃ
ｅ 

う
米 

ｄ
ａ
ｙ
」と
定
め

P
R
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
直
行
便
事
業
を

通
し
て
管
内
自
家
施
設
か
ら
新
鮮
な
米
を

直
売
所
に
届
け
て
販
売
し
、
地
産
地
消
を

後
押
し
し
て
い
ま
す
。

朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
と

勉
強
が
は
か
ど
ら
な
い
っ
て
本
当
？

農業や食って

こんなにお
もしろい！

！

直
行
便
事
業
で
米
を
販
売

ハ
ッ
ピ
ー

ラ
イ
ス

デ
イ

汗
吸
っ
た
　
元
気
な
土
に
　
励
ま
さ
れ

原
　
健
裕
さ
ん

ト
マ
ト
苗
　
十
本
植
へ
た
　
一
人
者

坂
出
　
和
巳
さ
ん

プ
ラ
ン
タ
ー
　
去
年
の
種
で
　
密
に
な
り

杉
山
　
ヤ
ス
コ
さ
ん

朝
一
番
　
き
ゅ
う
り
ト
マ
ト
に
　
ご
挨
拶

鈴
木
　
愛
子
さ
ん

田
上
り
の
　
早
苗
日
毎
に
　
色
づ
き
て

万
代
　
芙
美
子
さ
ん

梅
雨
明
け
や
　
待
っ
た
な
し
の
　
水
不
足

ハ
ッ
チ
ャ
ン
さ
ん

カ
ラ
ス
よ
り
　
先
に
収
穫
　
と
う
も
ろ
こ
し

小
泉
　
彰
さ
ん

ひ
と
り
も
ん

准組合員参加企画
真庭市立
落合こども園
真庭市立
落合こども園
真庭市立
落合こども園
真庭市立
落合こども園

矢掛町立川面小学校矢掛町立川面小学校矢掛町立川面小学校矢掛町立川面小学校

津山市立鶴山小学校津山市立鶴山小学校津山市立鶴山小学校津山市立鶴山小学校

守谷 一華さん守谷 一華さん守谷 一華さん守谷 一華さん

新見市立
新見南小学校
新見市立
新見南小学校
新見市立
新見南小学校
新見市立
新見南小学校

新
見
市
立
萬
歳
小
学
校

新
見
市
立
萬
歳
小
学
校

新
見
市
立
萬
歳
小
学
校

新
見
市
立
萬
歳
小
学
校

新見市立
新見保育所
新見市立
新見保育所
新見市立
新見保育所
新見市立
新見保育所

新見市立
新見南認定こども園
新見市立
新見南認定こども園
新見市立
新見南認定こども園
新見市立
新見南認定こども園

美作市立大原小学校美作市立大原小学校美作市立大原小学校美作市立大原小学校

庄さくらフットベースボール
優勝おめでとうございます！

おいしいお米になあれ！

岡山西統括本部管内
の８チーム約１２０人が、
青空の下で熱戦を繰
り広げました！

将来の担い手確保の
ため、農業の魅力を発
信しています。
今回は高校生（左）が
児童と一緒に夏野菜
の植え付けをしました。

今年度で閉校となる萬歳
小学校。最後の収穫祭に
向け、青壮年部のお兄さ
んたちとハロウィン用のカ
ボチャの苗を植えました。

野菜づくりを教え
てもらったよ！

おいしい野菜
が

とれますよう
に！

もりやもりやもりやもりや いちかいちかいちかいちか

嶋山 愛友里さん嶋山 愛友里さん嶋山 愛友里さん嶋山 愛友里さん
しまやましまやましまやましまやま あゆりあゆりあゆりあゆり

宮野 心温さん宮野 心温さん宮野 心温さん宮野 心温さん
みやのみやのみやのみやの こはるこはるこはるこはる

寺阪 結月さん寺阪 結月さん寺阪 結月さん寺阪 結月さん
てらさかてらさかてらさかてらさか ゆづきゆづきゆづきゆづき

三宅 瑛太さん三宅 瑛太さん三宅 瑛太さん三宅 瑛太さん
みやけみやけみやけみやけ えいたえいたえいたえいた

山本 紗彩さん山本 紗彩さん山本 紗彩さん山本 紗彩さん
やまもとやまもとやまもとやまもと さあやさあやさあやさあや

本田 朋輝さん本田 朋輝さん本田 朋輝さん本田 朋輝さん
ほんだほんだほんだほんだ ともきともきともきともき

おいしいサツマイモを早く食べたいな！

青壮年部のお兄さんたちと
タライに稲を植えたよ！

特大トウ
モロコシ

が

とれたよ
！ 大好きなトウモロコシ！

とれたてが一番！

秋の収穫が
楽しみ！

稲刈り
が

楽しみ
！

ＪＡ杯
春季フットベースボール大会

アグリ
魅力化プロジェクト

清音
アグリキッズスクール

女性部の
地産地消料理教室

『
家
の
光
』掲
載
の
レ
シ
ピ
を
活
用
し
、「
ミ
ョ

ウ
ガ
寿
司
」に
挑
戦
。
輸
入
食
材
な
ど
が
高
騰

し
て
い
る
の
で
、
今
こ
そ
地
産
地
消
や
伝
統
食

に
再
度
目
を
向
け
る
時
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

矢掛町立矢掛小学校矢掛町立矢掛小学校矢掛町立矢掛小学校矢掛町立矢掛小学校

齋藤 大河さん齋藤 大河さん齋藤 大河さん齋藤 大河さん

大河 桜太郎さん　祥次郎さん大河 桜太郎さん　祥次郎さん大河 桜太郎さん　祥次郎さん大河 桜太郎さん　祥次郎さん

さいとうさいとうさいとうさいとう たいがたいがたいがたいが

おおかわおおかわおおかわおおかわ

木村 拓椰さん木村 拓椰さん木村 拓椰さん木村 拓椰さん
きむらきむらきむらきむら たくやたくやたくやたくや

さくたろうさくたろうさくたろうさくたろう しょうじろうしょうじろうしょうじろうしょうじろう

小林 勇葵さん小林 勇葵さん小林 勇葵さん小林 勇葵さん
こばやしこばやしこばやしこばやし ゆうきゆうきゆうきゆうき

ま
ん
ざ
い

ま
ん
ざ
い

ま
ん
ざ
い

ま
ん
ざ
い

新見市立新見中央認定こども園新見市立新見中央認定こども園新見市立新見中央認定こども園新見市立新見中央認定こども園

岡山県立
勝間田高校
岡山県立
勝間田高校
岡山県立
勝間田高校
岡山県立
勝間田高校

勝英統括本部
勝英統括本部
勝英統括本部
勝英統括本部

真庭市立
落合小学校
真庭市立
落合小学校
真庭市立
落合小学校
真庭市立
落合小学校

鏡野町立芳野こども園鏡野町立芳野こども園鏡野町立芳野こども園鏡野町立芳野こども園

びほく女性部津川支部びほく女性部津川支部びほく女性部津川支部びほく女性部津川支部

おかやまコープの組合員のみなさんが田植えを体験しました！
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STOP
農作業事故

　
令
和
４
年
度
６
月
期
理
事
会
を
６
月
28
日
に

開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
令
和
３
年
度
３

月
末
監
事
監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答
書

／
第
２
号
議
案
：
理
事
報
酬
の
配
分
／
第
３

号
議
案
：【
岡
山
東
統
括
本
部
】山
陽
支
店
・

赤
坂
支
店
統
合
及
び
赤
磐
地
区
経
済
事
業
拠

点
再
編
に
伴
う
新
山
陽
支
店（
仮
称
）建
設
及

び
用
地
取
得
／
第
４
号
議
案
：【
岡
山
西
統
括

本
部
】【
津
山
統
括
本
部
】補
助
事
業
を
活
用
し

た
農
業
生
産
拡
大
、
効
率
化
に
か
か
る
リ
ー
ス

資
産
の
取
得
／
第
５
号
議
案
：【
新
見
統
括
本

部
】補
助
事
業
を
活
用
し
た
ぶ
ど
う
選
果
場
施

設
の
再
編
整
備
／
第
６
号
議
案
：
令
和
２
年

産
米
穀
最
終
精
算（
備
蓄
米
）／
第
７
号
議
案
：

【
津
山
統
括
本
部
】旭
車
輌
セ
ン
タ
ー
・
旭
給
油

所
経
営
譲
渡
／
第
８
号
議
案
：
共
済
事
務
セ
ン

タ
ー
統
合（
令
和
５
年
４
月
再
編
）／
第
９
号
議

案
：
サ
ニ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
経
済
事
業
改

革（
販
売
事
業
⬇
広
域
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
４

ブ
ロ
ッ
ク
を
前
提
に
整
備
、
生
産
購
買
事
業
⬇

農
業
関
連
資
材
を
中
心
に
品
揃
え
し
て
事
業

継
続
を
前
提
に
整
備
、
生
活
購
買
事
業
⬇
収

支
均
衡
で
の
事
業
継
続
を
前
提
と
し
、
赤
字

事
業
所
は
撤
退
を
検
討
す
る
等
の
改
善
施
策

方
針
を
策
定
）／
第
10
号
議
案
：
職
制
規
程
の

一
部
変
更
／
第
11
号
議
案
：
出
資
口
数
の
減
口

（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
４
年
度
５
月
末
事
業
実
績
／

そ
の
他（
令
和
４
年
度
夏
期
手
当
等
の
妥
結
／

計
量
設
備
更
新
に
伴
う
値
引
交
渉
結
果
）

　
岡
山
県
青
壮
年
部
協
議
会
の
会
長
に
、
津

山
青
壮
年
部
の
赤
松
英
雄
さ
ん
が
就
任
し
ま
し

た
。
赤
松
さ
ん
は「
岡
山
県
青
壮
年
部
代
表
と

し
て
全
国
へ
盟
友
の
声
を
届
け
た
い
。
県
役
員

共
々
、
ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ

ク（
政
策
集
）を
使
っ
た

提
言
、
盟
友
の
営
農

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
の

活
動
を
し
て
い
く
」と

意
気
込
み
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
は
、
食
と
農
を
基
軸
と

し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
と
し
て「
み
ん

な
が
元
気
に
な
る
農
業
・
地
域
の
創
造
」を
経

営
理
念
と
し
、「
地
域
農
業
の
振
興
」や「
安
全

安
心
な
農
畜
産
物
の
供
給
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や

す
い
地
域
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
理
念
に
賛
同
し
、
事
業
利
用
を
通
じ
て
農
業

を
守
り
応
援
を
し
て
い
た
だ
け
る
新
た
な
組
合

員
を
募
っ
て
い
ま
す
。

●
組
合
員
に
な
れ
る
方

　
県
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は
お
勤
め
で
、
当

Ｊ
Ａ
の
事
業
を
利
用
さ
れ
る
方（
定
款
第
12
条

〜
第
14
条
を
満
た
す
個
人
・
団
体
）。
出
資
１

口（
１
０
０
０
円
）か
ら
お
受
け
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
加
入
手
続
き

　
お
近
く
の
支
店
で
お
申
込
み
い
た
だ
き
、
資

格
要
件
を
満
た
し
、Ｊ
Ａ
で
承
認
後
、
正
式
加

入
と
な
り
ま
す
。

　
左
記
に
該
当
す
る
方
は
書
面
で
変
更
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
組
合
員
の
死
亡

●
農
業
を
廃
業
さ
れ
た
方

●
ご
結
婚
な
ど
に
よ
り
名
前
が
変
わ
っ
た
方

●
転
居
に
よ
り
住
所
が
変
わ
っ
た
方

　
こ
の
ほ
か
、
届
け
出
事
項
に
変
更
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
近
く
の
支
店
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
３
月
末
を
も
っ
て「
ら
く
ら
く
Ｗｅ

ｂ
簿
記
シ
ス
テ
ム
」の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
終
了
し

ま
す
。
令
和
５
年
６
月
か
ら
は
、ソ
リ
マ
チ
社「
Ｗ

ｅ
ｂ
記
帳
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」ま
た
は「
記
帳

利
用（
科
目
別
取
引
明
細
表
）」を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。「
ら
く
ら
く
Ｗｅ
ｂ
簿
記
シ
ス
テ
ム
」を
ご

利
用
の
方
で
、
令
和
４
年
12
月
31
日
ま
で
に「
Ｗ

ｅ
ｂ
記
帳
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」へ
の
切
り
替
え

を
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
は
、
減
価
償
却
資

産
や
期
首
残
高
な
ど
の
必
要
な
デ
ー
タ
を
引
き

継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
利
用
の
申
し
込
み

方
法
・
料
金
な
ど
詳
し
く
は
、
本
店
営
農
部

営
農
振
興
課（
０
８
６
ー
４
７
６
ー
１
８
３
７
）へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の

影
響
で
肥
料
・
燃
油
な
ど
の
生
産
資
材
の
高

騰
が
問
題
と
な
る
中
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
岡
山
は

「
自
由
民
主
党
福
田
達
夫
総
務
会
長
を
囲
む

会
」を
Ｊ
Ａ
本
店
で
開
き
ま
し
た
。
直
面
す
る

農
政
課
題
な
ど
の
講
演
を
受
け
、
三
木
恭
次

副
組
合
長
は「
離
農
を
考
え
る
組
合
員
が
増
え

て
い
る
。
国
の
根
幹
を
な
す
農
業
を
守
り
、
発

展
さ
せ
る
た
め
、
手
助
け
を
い
た
だ
き
た
い
」と

訴
え
ま
し
た
。

理
事
会
だ
よ
り

経
済
事
業
改
革
ほ
か

新
代
表
に
赤
松
さ
ん（
津
山
青
壮
年
部
）

J
A
岡
山
県
青
壮
年
部
協
議
会

組
合
員
の
方
へ

届
け
出
事
項
に
変
更
は
な
い
で
す
か

組
合
員
を
募
集

農
業
を
守
り
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を

【
予
告
】W
e
b
農
業
簿
記
シ
ス
テ
ム
移
行

確
定
申
告
の
作
成
な
ど
機
能
充
実

自
民
・
福
田
総
務
会
長
へ
訴
え

生
産
資
材
の
高
騰
が
農
家
直
撃

　電話で口座番
号やキャッシュカード
の暗証番号を聞き出
し、本人になりすまして

ＪＡネットバンクを申し込み犯人の口座に振込をする詐
欺犯罪が発生しています。
　還付金を受け取るために警察・市役所・金融機関・
ＪＡなどの職員が電話で口座番号・キャッシュカードの
暗証番号といった重要情報を聞き出すことは絶対にあ
りません。不審な電話には一切答えずお切りください。
　重要情報を伝えてしまった場合は速やかにお近くの
ＪＡへご相談ください。

和牛子牛セリ市況

成　績

※飼料高で先行き懸念 前月比10％安

（税込）

性　別 頭数 平均体重
雌
去勢
合計

全体
全体
全体

1,324,400円
903,100円
1,324,400円

540,091円
691,722円
621,994円

290㎏
313㎏
302㎏

最高価格 平均価格
123
148
271

6月17日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

ふ
く
だ

た
つ
お

JA からのお知らせ

代表理事副組合長　三木　恭次 （みき　けいじ）

み
き

け
い
じ

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

「農業を元気に」「農家を元気に」「地域を元気に」

おじゃましますおじゃまします
役員
が

※「令和４年度 重点指導項目啓発ポスター」（農林水産省）
（https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_tekisei/attach/pdf/ind
ex-4.pdf）を加工して作成

9月と10月は、ＪＡカードでの
ＪＡ直売所ご利用がお得！！

合計15% お得も に！！

新規入会キャンペーンも実施中です。ぜひこの機会にＪＡ
カードの入会をご検討ください。
なお、カード発行までに2～3週間程度かかりますのでご了承ください。

ＪＡカードはそのほかにもお得がいっぱい！！

+2% ポイント
還　元 +2% ポイント

還　元2円 /ℓ請求時割　引

5%
10%
通常の　　割引に加え、期間中はご利用金額の
　　  相当をポイント還元！！

（対象期間2022年9月1日～10月31日）

JA-SSご利用で Aコープご利用でJA経済店舗ご利用で

※還元上限は2,500ポイント（1万円相当金額）とさせていただきま
す。ポイント付与時期は、2023年1月です。
※一部対象外の店舗があります。詳しくは、お近くの支店・直売
所にお尋ねください。

あ
か
ま
つ
ひ
で
お

　
和
牛
の
飼
育
を
志
望
し
入
組
し
ま
し
た
。
３
年

目
を
迎
え
、Ｊ
Ａ
直
営
牧
場
で
繁
殖
牛
や
子
牛
の
飼

養
管
理
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
牛
が
大

好
き
で
、
高
校
で
は
生
物
生
産
科
を
専
攻
。
実
際

に
牛
の
世
話
を
し
た
り
、
セ
リ
市
や
共
進
会
に
参
加

し
た
り
、
実
践
・
体
験
的
な
学
習
を
通
じ
て
将
来

の
仕
事
に
し
た
い
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
牧
場
で
は
日
々
た
く
さ
ん
の
牛
に
触
れ
、

出
産
や
病
気
な
ど
と
向
き
合
い
な
が
ら

経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
。
携
わ
っ
た
子
牛

が
セ
リ
市
で
高
く
評
価
さ
れ
、
農
家
か
ら

喜
ば
れ
る
よ
う
育
成
に
奮
起
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
に
開
か
れ
る
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
向

け
、
出
品
候
補
牛
の
健
康
状
態
や
発
育
な
ど
の
管

理
に
も
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。
未
熟
で
分
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
す
が
、「
千
屋
牛
®

」振
興
の
一
端
を
担
い
、

地
域
の
力
に
な
れ
る
よ
う
情
熱
を
注
ぎ
ま
す
。

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

職員の紹介を通じて、
JAの事業・地域の特徴をご紹介します。

フレッシ
ュ通信

ふじたかずよし

新見統括本部
広域営農経済センター
新見畜産事務所

ふじい たかのり

藤井 孝則

自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は
持続可能な

開発目標（SDGs）を
支援しています。

全農岡山県本部　東京事務所
所　長 別所　和彦

べっしょ かずひこ

　
６
月
２
日
、
岡
山
県
産「
マ
ス
カ
ッ
ト
・
オ

ブ・ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア（
以
下
ア
レ
キ
）」の

販
売
が
全
国
の
主
要
市
場
で
一
斉
に
始
ま

り
ま
し
た
。
東
京
青
果
に
お
い
て
は
初
売

り
最
高
値
と
し
て
、
１
房
大（
７
５
０
㌘
）

化
粧
箱
に
７
万
円（
昨
年
６
万
円
）、
さ
ら

に
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト「
晴
王
®

」５
㌔
赤
秀

７
房
に
25
万
円（
昨
年
赤
秀
８
房
11
万
円
）

の
値
が
付
き
、
ほ
か
の
商
品
も
含
め
て
東

京
都
内
の
主
要
百
貨
店
や
高
級
果
実
専

門
店
、
海
外
な
ど
へ
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
果
実
販
売
状
況
で
す
が
、
海
外

へ
の
輸
出
は
好
調
、
国
内
に
お
け
る
販
売

に
つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
前
ほ
ど
で
は
な
い
も

の
の
、
か
な
り
近
い
と
こ
ろ
ま
で
回
復
し
て

い
ま
す
。

　
都
内
で
こ
れ
ま
で
続
い
て
い
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
全
て
の
規
制
や
制

限
が
解
除
さ
れ
、
海
外
か
ら
日
本
へ
の
入

国
制
限
緩
和
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
復
活
も
予
想
さ
れ
、
順
調
な
販
売
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
首
都
圏
市
場
に
対
す
る
岡
山

県
産
果
実
の
出
荷
量
は
増
加
傾
向
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
需
要
に
対
し
て
供
給
量
が
不
足

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
特
に
、
主
要

販
売
先
で
あ
る
高
級
店
舗
や
贈
答
、
輸
出

需
要
だ
け
で
な
く
、
ネ
ッ
ト
販
売
や
高
級

ス
ー
パ
ー
に
対
す
る
販
路
も
拡
大
し
て
お
り
、

市
場
か
ら
は
幅
広
い
規
格
の
供
給
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
レ
キ
初
売
り
１
房
７
万
円

需
要
回
復
し
販
売
好
調

（
上
）千
疋
屋
総
本
店
日
本
橋
本
店
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
お
か
や
ま

に
よ
る
宣
伝
販
売
／（
下
）東
京
青
果
果
実
売
場
で
の
ア
レ

キ
の
初
セ
リ

　倉敷市のショウガ産地を訪問し、収穫を体験しました。ス
コップで土をかきわけ、株ごと引き抜くのは想像した以上に
力のいる作業です。やわらかな土づくりで負担を軽減するなど、
日々作物に向き合い、きめ細かく栽培管理する苦労や熱意
を感じました。
　私たちが目指すものは、岡山の「農業を元気に」「農家を
元気に」「地域を元気に」することです。地域の多様な農業
を認識し、安心して営農できる基盤を強化するため、新た
な農業振興計画を策定
しました。柱の一つには
「地域の農業振興なくして、
ＪＡの存在意義なし」を掲
げ、地域農業の維持と存
続、発展にこれまで以上
に力を入れて取り組んで
まいります。
生姜ハウス部会の藤田和義部会長
（左）の畑を訪問。爽やかな香りの「新
ショウガ」は玉太りも良く最高の出来。 

還付金詐欺に

ご注意ください
！

JAグループだから簡単!安心!安い!　　　　　　　　　　　のお申し込み・ご相談はお近くのJAへ 20HAREBARE



STOP
農作業事故

　
令
和
４
年
度
６
月
期
理
事
会
を
６
月
28
日
に

開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
令
和
３
年
度
３

月
末
監
事
監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答
書

／
第
２
号
議
案
：
理
事
報
酬
の
配
分
／
第
３

号
議
案
：【
岡
山
東
統
括
本
部
】山
陽
支
店
・

赤
坂
支
店
統
合
及
び
赤
磐
地
区
経
済
事
業
拠

点
再
編
に
伴
う
新
山
陽
支
店（
仮
称
）建
設
及

び
用
地
取
得
／
第
４
号
議
案
：【
岡
山
西
統
括

本
部
】【
津
山
統
括
本
部
】補
助
事
業
を
活
用
し

た
農
業
生
産
拡
大
、
効
率
化
に
か
か
る
リ
ー
ス

資
産
の
取
得
／
第
５
号
議
案
：【
新
見
統
括
本

部
】補
助
事
業
を
活
用
し
た
ぶ
ど
う
選
果
場
施

設
の
再
編
整
備
／
第
６
号
議
案
：
令
和
２
年

産
米
穀
最
終
精
算（
備
蓄
米
）／
第
７
号
議
案
：

【
津
山
統
括
本
部
】旭
車
輌
セ
ン
タ
ー
・
旭
給
油

所
経
営
譲
渡
／
第
８
号
議
案
：
共
済
事
務
セ
ン

タ
ー
統
合（
令
和
５
年
４
月
再
編
）／
第
９
号
議

案
：
サ
ニ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
経
済
事
業
改

革（
販
売
事
業
⬇
広
域
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
４

ブ
ロ
ッ
ク
を
前
提
に
整
備
、
生
産
購
買
事
業
⬇

農
業
関
連
資
材
を
中
心
に
品
揃
え
し
て
事
業

継
続
を
前
提
に
整
備
、
生
活
購
買
事
業
⬇
収

支
均
衡
で
の
事
業
継
続
を
前
提
と
し
、
赤
字

事
業
所
は
撤
退
を
検
討
す
る
等
の
改
善
施
策

方
針
を
策
定
）／
第
10
号
議
案
：
職
制
規
程
の

一
部
変
更
／
第
11
号
議
案
：
出
資
口
数
の
減
口

（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
４
年
度
５
月
末
事
業
実
績
／

そ
の
他（
令
和
４
年
度
夏
期
手
当
等
の
妥
結
／

計
量
設
備
更
新
に
伴
う
値
引
交
渉
結
果
）

　
岡
山
県
青
壮
年
部
協
議
会
の
会
長
に
、
津

山
青
壮
年
部
の
赤
松
英
雄
さ
ん
が
就
任
し
ま
し

た
。
赤
松
さ
ん
は「
岡
山
県
青
壮
年
部
代
表
と

し
て
全
国
へ
盟
友
の
声
を
届
け
た
い
。
県
役
員

共
々
、
ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ

ク（
政
策
集
）を
使
っ
た

提
言
、
盟
友
の
営
農

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
の

活
動
を
し
て
い
く
」と

意
気
込
み
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
は
、
食
と
農
を
基
軸
と

し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
と
し
て「
み
ん

な
が
元
気
に
な
る
農
業
・
地
域
の
創
造
」を
経

営
理
念
と
し
、「
地
域
農
業
の
振
興
」や「
安
全

安
心
な
農
畜
産
物
の
供
給
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や

す
い
地
域
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
理
念
に
賛
同
し
、
事
業
利
用
を
通
じ
て
農
業

を
守
り
応
援
を
し
て
い
た
だ
け
る
新
た
な
組
合

員
を
募
っ
て
い
ま
す
。

●
組
合
員
に
な
れ
る
方

　
県
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は
お
勤
め
で
、
当

Ｊ
Ａ
の
事
業
を
利
用
さ
れ
る
方（
定
款
第
12
条

〜
第
14
条
を
満
た
す
個
人
・
団
体
）。
出
資
１

口（
１
０
０
０
円
）か
ら
お
受
け
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
加
入
手
続
き

　
お
近
く
の
支
店
で
お
申
込
み
い
た
だ
き
、
資

格
要
件
を
満
た
し
、Ｊ
Ａ
で
承
認
後
、
正
式
加

入
と
な
り
ま
す
。

　
左
記
に
該
当
す
る
方
は
書
面
で
変
更
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
組
合
員
の
死
亡

●
農
業
を
廃
業
さ
れ
た
方

●
ご
結
婚
な
ど
に
よ
り
名
前
が
変
わ
っ
た
方

●
転
居
に
よ
り
住
所
が
変
わ
っ
た
方

　
こ
の
ほ
か
、
届
け
出
事
項
に
変
更
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
近
く
の
支
店
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
３
月
末
を
も
っ
て「
ら
く
ら
く
Ｗｅ

ｂ
簿
記
シ
ス
テ
ム
」の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
終
了
し

ま
す
。
令
和
５
年
６
月
か
ら
は
、ソ
リ
マ
チ
社「
Ｗ

ｅ
ｂ
記
帳
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」ま
た
は「
記
帳

利
用（
科
目
別
取
引
明
細
表
）」を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。「
ら
く
ら
く
Ｗｅ
ｂ
簿
記
シ
ス
テ
ム
」を
ご

利
用
の
方
で
、
令
和
４
年
12
月
31
日
ま
で
に「
Ｗ

ｅ
ｂ
記
帳
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」へ
の
切
り
替
え

を
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
は
、
減
価
償
却
資

産
や
期
首
残
高
な
ど
の
必
要
な
デ
ー
タ
を
引
き

継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
利
用
の
申
し
込
み

方
法
・
料
金
な
ど
詳
し
く
は
、
本
店
営
農
部

営
農
振
興
課（
０
８
６
ー
４
７
６
ー
１
８
３
７
）へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の

影
響
で
肥
料
・
燃
油
な
ど
の
生
産
資
材
の
高

騰
が
問
題
と
な
る
中
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
岡
山
は

「
自
由
民
主
党
福
田
達
夫
総
務
会
長
を
囲
む

会
」を
Ｊ
Ａ
本
店
で
開
き
ま
し
た
。
直
面
す
る

農
政
課
題
な
ど
の
講
演
を
受
け
、
三
木
恭
次

副
組
合
長
は「
離
農
を
考
え
る
組
合
員
が
増
え

て
い
る
。
国
の
根
幹
を
な
す
農
業
を
守
り
、
発

展
さ
せ
る
た
め
、
手
助
け
を
い
た
だ
き
た
い
」と

訴
え
ま
し
た
。

理
事
会
だ
よ
り

経
済
事
業
改
革
ほ
か

新
代
表
に
赤
松
さ
ん（
津
山
青
壮
年
部
）

J
A
岡
山
県
青
壮
年
部
協
議
会

組
合
員
の
方
へ

届
け
出
事
項
に
変
更
は
な
い
で
す
か

組
合
員
を
募
集

農
業
を
守
り
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を

【
予
告
】W
e
b
農
業
簿
記
シ
ス
テ
ム
移
行

確
定
申
告
の
作
成
な
ど
機
能
充
実

自
民
・
福
田
総
務
会
長
へ
訴
え

生
産
資
材
の
高
騰
が
農
家
直
撃

　電話で口座番
号やキャッシュカード
の暗証番号を聞き出
し、本人になりすまして

ＪＡネットバンクを申し込み犯人の口座に振込をする詐
欺犯罪が発生しています。
　還付金を受け取るために警察・市役所・金融機関・
ＪＡなどの職員が電話で口座番号・キャッシュカードの
暗証番号といった重要情報を聞き出すことは絶対にあ
りません。不審な電話には一切答えずお切りください。
　重要情報を伝えてしまった場合は速やかにお近くの
ＪＡへご相談ください。

和牛子牛セリ市況

成　績

※飼料高で先行き懸念 前月比10％安

（税込）

性　別 頭数 平均体重
雌
去勢
合計

全体
全体
全体

1,324,400円
903,100円
1,324,400円

540,091円
691,722円
621,994円

290㎏
313㎏
302㎏

最高価格 平均価格
123
148
271

6月17日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

ふ
く
だ

た
つ
お

JA からのお知らせ

代表理事副組合長　三木　恭次 （みき　けいじ）

み
き

け
い
じ

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

「農業を元気に」「農家を元気に」「地域を元気に」

おじゃましますおじゃまします
役員
が

※「令和４年度 重点指導項目啓発ポスター」（農林水産省）
（https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_tekisei/attach/pdf/ind
ex-4.pdf）を加工して作成

9月と10月は、ＪＡカードでの
ＪＡ直売所ご利用がお得！！

合計15% お得も に！！

新規入会キャンペーンも実施中です。ぜひこの機会にＪＡ
カードの入会をご検討ください。
なお、カード発行までに2～3週間程度かかりますのでご了承ください。

ＪＡカードはそのほかにもお得がいっぱい！！

+2% ポイント
還　元 +2% ポイント

還　元2円 /ℓ請求時割　引

5%
10%
通常の　　割引に加え、期間中はご利用金額の
　　  相当をポイント還元！！

（対象期間2022年9月1日～10月31日）

JA-SSご利用で Aコープご利用でJA経済店舗ご利用で

※還元上限は2,500ポイント（1万円相当金額）とさせていただきま
す。ポイント付与時期は、2023年1月です。
※一部対象外の店舗があります。詳しくは、お近くの支店・直売
所にお尋ねください。

あ
か
ま
つ
ひ
で
お

　
和
牛
の
飼
育
を
志
望
し
入
組
し
ま
し
た
。
３
年

目
を
迎
え
、Ｊ
Ａ
直
営
牧
場
で
繁
殖
牛
や
子
牛
の
飼

養
管
理
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
牛
が
大

好
き
で
、
高
校
で
は
生
物
生
産
科
を
専
攻
。
実
際

に
牛
の
世
話
を
し
た
り
、
セ
リ
市
や
共
進
会
に
参
加

し
た
り
、
実
践
・
体
験
的
な
学
習
を
通
じ
て
将
来

の
仕
事
に
し
た
い
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
牧
場
で
は
日
々
た
く
さ
ん
の
牛
に
触
れ
、

出
産
や
病
気
な
ど
と
向
き
合
い
な
が
ら

経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
。
携
わ
っ
た
子
牛

が
セ
リ
市
で
高
く
評
価
さ
れ
、
農
家
か
ら

喜
ば
れ
る
よ
う
育
成
に
奮
起
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
に
開
か
れ
る
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
向

け
、
出
品
候
補
牛
の
健
康
状
態
や
発
育
な
ど
の
管

理
に
も
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。
未
熟
で
分
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
す
が
、「
千
屋
牛
®

」振
興
の
一
端
を
担
い
、

地
域
の
力
に
な
れ
る
よ
う
情
熱
を
注
ぎ
ま
す
。

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

職員の紹介を通じて、
JAの事業・地域の特徴をご紹介します。

フレッシ
ュ通信

ふじたかずよし

新見統括本部
広域営農経済センター
新見畜産事務所

ふじい たかのり

藤井 孝則

自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は
持続可能な

開発目標（SDGs）を
支援しています。

全農岡山県本部　東京事務所
所　長 別所　和彦

べっしょ かずひこ

　
６
月
２
日
、
岡
山
県
産「
マ
ス
カ
ッ
ト
・
オ

ブ・ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア（
以
下
ア
レ
キ
）」の

販
売
が
全
国
の
主
要
市
場
で
一
斉
に
始
ま

り
ま
し
た
。
東
京
青
果
に
お
い
て
は
初
売

り
最
高
値
と
し
て
、
１
房
大（
７
５
０
㌘
）

化
粧
箱
に
７
万
円（
昨
年
６
万
円
）、
さ
ら

に
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト「
晴
王
®

」５
㌔
赤
秀

７
房
に
25
万
円（
昨
年
赤
秀
８
房
11
万
円
）

の
値
が
付
き
、
ほ
か
の
商
品
も
含
め
て
東

京
都
内
の
主
要
百
貨
店
や
高
級
果
実
専

門
店
、
海
外
な
ど
へ
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
果
実
販
売
状
況
で
す
が
、
海
外

へ
の
輸
出
は
好
調
、
国
内
に
お
け
る
販
売

に
つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
前
ほ
ど
で
は
な
い
も

の
の
、
か
な
り
近
い
と
こ
ろ
ま
で
回
復
し
て

い
ま
す
。

　
都
内
で
こ
れ
ま
で
続
い
て
い
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
全
て
の
規
制
や
制

限
が
解
除
さ
れ
、
海
外
か
ら
日
本
へ
の
入

国
制
限
緩
和
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
復
活
も
予
想
さ
れ
、
順
調
な
販
売
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
首
都
圏
市
場
に
対
す
る
岡
山

県
産
果
実
の
出
荷
量
は
増
加
傾
向
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
需
要
に
対
し
て
供
給
量
が
不
足

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
特
に
、
主
要

販
売
先
で
あ
る
高
級
店
舗
や
贈
答
、
輸
出

需
要
だ
け
で
な
く
、
ネ
ッ
ト
販
売
や
高
級

ス
ー
パ
ー
に
対
す
る
販
路
も
拡
大
し
て
お
り
、

市
場
か
ら
は
幅
広
い
規
格
の
供
給
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
レ
キ
初
売
り
１
房
７
万
円

需
要
回
復
し
販
売
好
調

（
上
）千
疋
屋
総
本
店
日
本
橋
本
店
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
お
か
や
ま

に
よ
る
宣
伝
販
売
／（
下
）東
京
青
果
果
実
売
場
で
の
ア
レ

キ
の
初
セ
リ

　倉敷市のショウガ産地を訪問し、収穫を体験しました。ス
コップで土をかきわけ、株ごと引き抜くのは想像した以上に
力のいる作業です。やわらかな土づくりで負担を軽減するなど、
日々作物に向き合い、きめ細かく栽培管理する苦労や熱意
を感じました。
　私たちが目指すものは、岡山の「農業を元気に」「農家を
元気に」「地域を元気に」することです。地域の多様な農業
を認識し、安心して営農できる基盤を強化するため、新た
な農業振興計画を策定
しました。柱の一つには
「地域の農業振興なくして、
ＪＡの存在意義なし」を掲
げ、地域農業の維持と存
続、発展にこれまで以上
に力を入れて取り組んで
まいります。
生姜ハウス部会の藤田和義部会長
（左）の畑を訪問。爽やかな香りの「新
ショウガ」は玉太りも良く最高の出来。 

還付金詐欺に

ご注意ください
！

JAグループだから簡単!安心!安い!　　　　　　　　　　　のお申し込み・ご相談はお近くのJAへ21 HAREBARE



PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で厳しい状況が続いていますが、本誌は誌面を通じて厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色のすばらしさを
お伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの思いで編集
しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
農
業
に
魅
力
を
感
じ
、
自
ら
就
農
し
た

と
い
う
人
の
パ
ワ
ー
は
す
ご
い
で
す
ね
。

ど
ん
ど
ん
農
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
ほ

し
い
で
す
。

真
庭
市
・
い
え
ね
こ
さ
ん（
60
代
）

▼
広
報
誌
の
表
紙
に
子
ど
も
の
同
級
生
を

発
見
し
て
、
後
継
者
と
し
て
頑
張
っ
て
い

る
姿
に
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。
お
か
げ

様
で
毎
年
お
い
し
い
ブ
ド
ウ
が
食
べ
ら
れ

ま
す
。
果
物
天
国
の
地
域
で
、
こ
れ
か

ら
旬
の
時
期
が
楽
し
み
で
す
。
感
謝
！

倉
敷
市
・
石
井 

美
智
江
さ
ん（
60
代
）

▼「
ピ
オ
ー
ネ
」を
栽
培
し
て
い
る
農
家
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

一
房
の
ブ
ド
ウ
が
収
穫
で
き
る
ま
で
に
、

こ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
作
業
が
あ
る
と
わ

か
り
、
ま
す
ま
す
ブ
ド
ウ
が
か
わ
い
ら
し

く
思
え
て
き
ま
し
た
。

真
庭
市
・
山
野 

み
さ
こ
さ
ん（
50
代
）

▼「
地
域
を
元
気
に
」の
コ
ー
ナ
ー
を
見
て

「
み
ん
な
い
ろ
ん
な
も
の
を
作
る
手
伝
い

を
し
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
」と
思
い
ま
し
た
。

私
も
キ
ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
を
育
て
て
収
穫
し

て
食
べ
て
い
ま
す
。

美
作
市
・
河
副 

ゆ
な
さ
ん（
10
代
）

▼
推
し
名
物
ま
つ
り
の「
な
な
ち
パ
ン
」は

子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
か
ら
食
べ
て
い
ま

し
た
。
懐
か
し
い
！
お
い
し
い
で
す
。
み

と
ま
フ
ァ
ー
ム
さ
ん
頑
張
っ
て
！！

高
梁
市
・
か
ぼ
ち
ゃ
さ
ん（
50
代
）

▼「
桃
太
郎
ト
マ
ト
」と「
美
星
ハ
ム
」の
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
が
楽
し
み
で
す
！

津
山
市
・
岡
田 

真
二
さ
ん（
40
代
）

▼
早
い
梅
雨
明
け
で
水
不
足
が
心
配
で

す
。
毎
朝
、
高
梁
川
を
見
て
い
ま
す
が
、

流
れ
が
悪
い
の
で
鮎
の
育
ち
も
心
配
し
て

い
ま
す
。新見

市
・
船
越 

春
美
さ
ん（
70
代
）

▼
母
が
家
庭
菜
園
コ
ー
ナ
ー
を
参
考
に
野

菜
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
新
鮮
な
手

づ
く
り
野
菜
の
お
か
げ
で
子
ど
も
た
ち
が

野
菜
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

美
作
市
・
小
松 
勝
幸
さ
ん（
30
代
）

▼
我
が
家
は
兼
業
農
家
で
米
を
作
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
の
肥
料
価
格
や
機
械
の

値
上
げ
が
心
配
で
す
。
就
農
を
さ
れ
る

方
の
応
援
を
し
た
い
で
す
。

倉
敷
市
・
小
田 

敬
子
さ
ん

▼「
マ
ス
カ
ッ
ト
・
オ
ブ
・ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ

ア
」は
鮮
や
か
な
黄
緑
色
で
き
れ
い
で
す
よ

ね
。
家
の
近
所
に
も
食
べ
頃
に
な
っ
て
い
る

マ
ス
カ
ッ
ト
を
見
ま
し
た
。
ブ
ド
ウ
大
好

き
な
の
で
い
つ
か
栽
培
し
て
み
た
い
で
す
。

浅
口
市
・
清
水 

薫
さ
ん（
40
代
）

▼
農
業
＝
人
の
命
を
守
る
仕
事
。
食
は

大
切
！
米
は
安
す
ぎ
ま
す
！

美
咲
町
・
重
歳 

博
美
さ
ん（
60
代
）

▼
他
県
で
の
モ
モ
の
大
量
盗
難
被
害
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し
た
。
生
産
者
の
方
が

か
わ
い
そ
う
で
す
。
岡
山
県
で
も
注
意
し

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

矢
掛
町
・
岡
田 

玲
子
さ
ん（
60
代
）

植
物
の
不
思
議
！？

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

夏に咲く黄色い花
行きは良い良い―は怖い
レタスやゴボウは―科の植物です
すし屋の符丁でお茶のこと
能あるタカは隠してる？
北海道の北部にある島。昆布やウニが名産品です
停留所に止まります
漢字などの横に小さな文字で振ります
海からそよそよと―が吹いてきた
英国の通貨単位です
魚の下ごしらえをするときに取ることもあります
草を刈るときに使います
翼を持っています

1
2
3
4
5
7
9
11
12
13
15
16
17

東海道新幹線の愛称の一つ
天気予報で使う単位はヘクトパスカル
食事の―にしっかりと手を洗った
ゾウガメのように水の少ない所でも
暮らせる亀
綿あめの芯棒に使うことも
お化け屋敷で―満点の演出を楽
しんだ
胸びれを広げて滑空します
東北三大夏祭りの一つ、秋田―祭り
固体と液体を分ける方法の一つ
マンションの賃貸情報に載っています
「姿勢が悪いよ」と言われやすい体勢

1
3
6
7

8
10

14
16
18
19
20

ヨコのカギ タテのカギ

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　総務企画課
　「晴ればれ」係

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場
合がございますがご了承ください。
※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの
掲載や当選賞品発送、JA事業運営以外では使用い
たしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触
れる可能性のないものに限ります。
※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、
ご自身のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただ
きます。
※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で
掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２2年8月10日（水）必着

あとがき

応募フォームURL：
　https://www.ja-hareoka.or.jp/form/harebare_present/ 
FAX：086－476－1840

本誌に関して

ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸのいずれかに、必要事
項をご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

クロスワードパズル
先月号の答え

「アブラゼミ」
応募総数
871件

ら
ん
か
い

う
か
が

応募フォームができました！応募フォームができました！コチラからコチラから

み
な
さ
ま
か
ら
の「
写
真
」「
イ
ラ
ス
ト
」

「
お
便
り
」「
川
柳
」の
ご
応
募
を

大
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！

　
某
新
聞
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
。
５
月
の
最
優
秀
賞
は
、
満

開
の
桜
の
下
で
男
性
が
子
供
を
高
い
高
い
す
る
写
真
を
、
真

下
か
ら
納
め
た
１
枚
。
見
た
と
き
思
わ
ず
「
わ
ぁ
！
」
と
声

が
出
ま
し
た
。
審
査
員
か
ら
は
「
こ
の
お
子
さ
ん
は
将
来
こ

の
写
真
を
見
て
涙
を
流
す
で
し
ょ
う
」
と
い
う
講
評
。Ｊ
Ａ
の

広
報
は
記
事
も
書
け
ば
写
真
も
撮
り
ま
す
。
写
真
は
中
身
を
伝
え
る
重

要
な
ツ
ー
ル
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
写
真
の
よ

う
に
、
み
ん
な
を
元
気
に
、
笑
顔
に
、

会
話
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
写
真

が
撮
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
す
。（
江
森
）

標
高
約
４
５
０
㍍
の
山
間
に
県
指
定
の

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
指
定
さ
れ
て
い
る
モ
リ

ア
オ
ガ
エ
ル
が
命
を
紡
ぎ
ま
す
。
防
火
水

槽
の
フ
ェ
ン
ス
に
、
大
き
さ
約
15
㌢
前
後

で
ふ
わ
ふ
わ
の
メ
レ
ン
ゲ
の
よ
う
な
白
い

泡
状
の
卵
の
う
が
20
個
ほ
ど
ぶ
ら
下
が
っ

て
い
ま
し
た
。
見
上
げ
る
と
５
〜
６
㍍
の

上
の
枝
に
も
４
個
ほ
ど
の
卵
塊
が
あ
り
、

生
き
延
び
る
知
恵
を
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

高
梁
市
・
茅
原 

直
光
さ
ん

土
に
種
が
混
ざ
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
？
な
ん
と
！
植
木
鉢
の
底
の
穴
か
ら

別
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

真
庭
市
・
森
谷 

悦
和
さ
ん

応募フォーム・FAXでの
応募もOK!!

JAオリジナル商品！！ 
この機会にぜひご賞味ください。

下記の商品はどれも、JA 共済の地域貢献活動事業を活用し開発しています。

7 14
9 14

岡
山
県
産

桃
太
郎
ト
マ
ト

特産と濃厚なジャージー
牛乳の味わいが口いっ
ぱいに広がります！！
じぇいえいら～と（1個120㎖）
・岡山県産白桃 （400円）
・作州黒豆きなこ （300円）
・久米南柚子 （350円）

しっとり食感と白桃風味が
やみつきに!
オリジナル白桃バームクーヘン
1ホール1,850円。別途注文で、誕生日や
結婚式の引出物として、「Happy Birthday」
「寿」の焼印サービスもあります。

津
山
市
　近
藤 

房
子
さ
ん

井
原
市

西
村 

ル
リ
子
さ
ん

倉敷市
笠原 富美子さん

鏡野町　杉井 秀子さん

倉敷市　小郷 友子さん

詳しくは、お近くのJAまたはおかやまキムラヤ各店の店頭ポスターをご覧ください。

山手直売所など一部直売所
で販売。詳しくは本店営農部
（086-476-1837）

正解者の中から抽選で
15人の方に
「白桃」をプレゼント！！

※写真はイメージです

数十年に一度  サトイモに花

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地
域の
良さ再発見!!
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PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で厳しい状況が続いていますが、本誌は誌面を通じて厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色のすばらしさを
お伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの思いで編集
しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
農
業
に
魅
力
を
感
じ
、
自
ら
就
農
し
た

と
い
う
人
の
パ
ワ
ー
は
す
ご
い
で
す
ね
。

ど
ん
ど
ん
農
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
ほ

し
い
で
す
。

真
庭
市
・
い
え
ね
こ
さ
ん（
60
代
）

▼
広
報
誌
の
表
紙
に
子
ど
も
の
同
級
生
を

発
見
し
て
、
後
継
者
と
し
て
頑
張
っ
て
い

る
姿
に
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。
お
か
げ

様
で
毎
年
お
い
し
い
ブ
ド
ウ
が
食
べ
ら
れ

ま
す
。
果
物
天
国
の
地
域
で
、
こ
れ
か

ら
旬
の
時
期
が
楽
し
み
で
す
。
感
謝
！

倉
敷
市
・
石
井 

美
智
江
さ
ん（
60
代
）

▼「
ピ
オ
ー
ネ
」を
栽
培
し
て
い
る
農
家
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

一
房
の
ブ
ド
ウ
が
収
穫
で
き
る
ま
で
に
、

こ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
作
業
が
あ
る
と
わ

か
り
、
ま
す
ま
す
ブ
ド
ウ
が
か
わ
い
ら
し

く
思
え
て
き
ま
し
た
。

真
庭
市
・
山
野 

み
さ
こ
さ
ん（
50
代
）

▼「
地
域
を
元
気
に
」の
コ
ー
ナ
ー
を
見
て

「
み
ん
な
い
ろ
ん
な
も
の
を
作
る
手
伝
い

を
し
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
」と
思
い
ま
し
た
。

私
も
キ
ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
を
育
て
て
収
穫
し

て
食
べ
て
い
ま
す
。

美
作
市
・
河
副 

ゆ
な
さ
ん（
10
代
）

▼
推
し
名
物
ま
つ
り
の「
な
な
ち
パ
ン
」は

子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
か
ら
食
べ
て
い
ま

し
た
。
懐
か
し
い
！
お
い
し
い
で
す
。
み

と
ま
フ
ァ
ー
ム
さ
ん
頑
張
っ
て
！！

高
梁
市
・
か
ぼ
ち
ゃ
さ
ん（
50
代
）

▼「
桃
太
郎
ト
マ
ト
」と「
美
星
ハ
ム
」の
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
が
楽
し
み
で
す
！

津
山
市
・
岡
田 

真
二
さ
ん（
40
代
）

▼
早
い
梅
雨
明
け
で
水
不
足
が
心
配
で

す
。
毎
朝
、
高
梁
川
を
見
て
い
ま
す
が
、

流
れ
が
悪
い
の
で
鮎
の
育
ち
も
心
配
し
て

い
ま
す
。新見

市
・
船
越 

春
美
さ
ん（
70
代
）

▼
母
が
家
庭
菜
園
コ
ー
ナ
ー
を
参
考
に
野

菜
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
新
鮮
な
手

づ
く
り
野
菜
の
お
か
げ
で
子
ど
も
た
ち
が

野
菜
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

美
作
市
・
小
松 

勝
幸
さ
ん（
30
代
）

▼
我
が
家
は
兼
業
農
家
で
米
を
作
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
の
肥
料
価
格
や
機
械
の

値
上
げ
が
心
配
で
す
。
就
農
を
さ
れ
る

方
の
応
援
を
し
た
い
で
す
。

倉
敷
市
・
小
田 

敬
子
さ
ん

▼「
マ
ス
カ
ッ
ト
・
オ
ブ
・ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ

ア
」は
鮮
や
か
な
黄
緑
色
で
き
れ
い
で
す
よ

ね
。
家
の
近
所
に
も
食
べ
頃
に
な
っ
て
い
る

マ
ス
カ
ッ
ト
を
見
ま
し
た
。
ブ
ド
ウ
大
好

き
な
の
で
い
つ
か
栽
培
し
て
み
た
い
で
す
。

浅
口
市
・
清
水 

薫
さ
ん（
40
代
）

▼
農
業
＝
人
の
命
を
守
る
仕
事
。
食
は

大
切
！
米
は
安
す
ぎ
ま
す
！

美
咲
町
・
重
歳 

博
美
さ
ん（
60
代
）

▼
他
県
で
の
モ
モ
の
大
量
盗
難
被
害
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し
た
。
生
産
者
の
方
が

か
わ
い
そ
う
で
す
。
岡
山
県
で
も
注
意
し

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

矢
掛
町
・
岡
田 

玲
子
さ
ん（
60
代
）

植
物
の
不
思
議
！？

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

夏に咲く黄色い花
行きは良い良い―は怖い
レタスやゴボウは―科の植物です
すし屋の符丁でお茶のこと
能あるタカは隠してる？
北海道の北部にある島。昆布やウニが名産品です
停留所に止まります
漢字などの横に小さな文字で振ります
海からそよそよと―が吹いてきた
英国の通貨単位です
魚の下ごしらえをするときに取ることもあります
草を刈るときに使います
翼を持っています
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「姿勢が悪いよ」と言われやすい体勢
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写
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写
真
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テ
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５
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の
最
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秀
賞
は
、
満

開
の
桜
の
下
で
男
性
が
子
供
を
高
い
高
い
す
る
写
真
を
、
真

下
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ら
納
め
た
１
枚
。
見
た
と
き
思
わ
ず
「
わ
ぁ
！
」
と
声

が
出
ま
し
た
。
審
査
員
か
ら
は
「
こ
の
お
子
さ
ん
は
将
来
こ

の
写
真
を
見
て
涙
を
流
す
で
し
ょ
う
」
と
い
う
講
評
。Ｊ
Ａ
の

広
報
は
記
事
も
書
け
ば
写
真
も
撮
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ま
す
。
写
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は
中
身
を
伝
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重

要
な
ツ
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ル
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
写
真
の
よ
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に
、
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な
を
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気
に
、
笑
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に
、

会
話
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
写
真

が
撮
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
、
シ
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ッ
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ー
を
切
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て
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ま
す
。（
江
森
）
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約
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０
㍍
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山
間
に
県
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絶
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危
惧
Ⅱ
類
に
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定
さ
れ
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ア
オ
ガ
エ
ル
が
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ま
す
。
防
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水

槽
の
フ
ェ
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ス
に
、
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約
15
㌢
前
後

で
ふ
わ
ふ
わ
の
メ
レ
ン
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の
よ
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な
白
い

泡
状
の
卵
の
う
が
20
個
ほ
ど
ぶ
ら
下
が
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ま
し
た
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見
上
げ
る
と
５
〜
６
㍍
の
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の
枝
に
も
４
個
ほ
ど
の
卵
塊
が
あ
り
、

生
き
延
び
る
知
恵
を
窺
い
知
る
こ
と
が

で
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ま
す
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光
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な
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底
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ま
し
た
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※写真はイメージです

数十年に一度  サトイモに花

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地
域の
良さ再発見!!
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キュウリ漬け
[ 材 料 ]

[つくりかた ]
1. キュウリを1～2cm幅に輪切りにする。
2. ショウガを千切りにする。
3. Ａと②を鍋に入れ、沸とうするまで火にかける。
4. ふつふつと煮立ってきたら、一度火を止め、熱いうち
にキュウリとゴマを加えて、箸でくるくるとかき混ぜて味
をなじませる。ある程度冷めたら完成。

※日持ちの目安は、冷蔵庫で保存して約2週間です。作って
すぐに食べられますが、1週間程しっかり浸けてから食べても
おいしくいただけます。

■キュウリ…………1～1.3kg（7～10本分）
■ショウガ………………60ｇ
　しょうゆ…………400㎖
　砂糖……………170ｇ
　みりん……………60㎖
　酢…………………60㎖

■ゴマ………………大さじ3
※お好みでサンショウの実を入れるのもおすすめです！

キュウリの佃煮
[ 材 料 ]

[ 下準備 ]
1. キュウリは、ごく薄い輪切り、または半月切りにする。
2. 切ったキュウリを器に入れ、塩を加えて重石をし、一
晩漬ける。しっかりと漬かったら、水気を絞る。

※絞ったあと、キュウリの重さが1kg以下になるようにしておく。

[つくりかた ]
1. ショウガは千切りにし、赤トウガラシは種を出して2～
3等分に切る。

2. 鍋にＡと①を入れて煮立て、キュウリとちりめんじゃこ
を加える。

3. 煮汁がなくなるまで煮詰めたら完成。
※かつお節やゴマなどを加えると、より一層栄養バランスのい
い常備菜になります

■キュウリ………1.5kg(8～10本分)
■塩…………………………15ｇ
　三温糖………………100ｇ
　しょうゆ………………100㎖
　五倍酢（穀物酢）………20㎖

　粉末だし……………大さじ1
　刻みコンブ………………5ｇ

■ショウガ…………………10ｇ
■赤トウガラシ………………1本
■ちりめんじゃこ……………25ｇ

A

A

佃煮は
ご飯のお供のほか
おむすびの具材や

お茶漬けにするのも
おすすめですよ♪

RSK「笑味ちゃん天気予報」古米リ
ポーター（左）と津山南部アグリセ
ンター矢木靖子職員

ふるまい

やぎ やすこ

エーコープ商品
「五倍酢（穀物酢）」
　　　を使いました！！
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